
消費者啓発出前講座

消費者啓発活動（寸劇）

消費者教育ゲーム（キャンパスフェスタ）

今月は、
議会だより
合併号です。

議会だよりは 41 頁以降に
掲載しています。

広報

No.960

１５

（平成30年）2018

５月は消費者月間です
　　　ともに築こう
　　　　豊かな消費社会
　　　　～誰一人取り残さない～
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消費者コーナー消費者コーナー 拡大版 平成30年度消費者月間統一テーマ

「ともに築こう　豊かな消費社会
 ～誰一人取り残さない～」

問い合わせ　産業振興課　商工・農政係

 （☎内線４４０）５月は消費者月間です

消費者月間とは…

　昭和43年５月に施行された「消費者保護基本法」（平成16年改正により法律名を「消費者基本法」に

変更）の施行20周年を機に、昭和63年から毎年５月を「消費者月間」と位置付けています。

クーリング・オフとは…

　契約の中でも、不意打ち的な販売方法（訪問販売、電話勧誘など）で契約をした場合、消費者がいったん冷静に

考え直す時間を与え、一定期間内であれば無条件で契約を解除できる特別な制度です。

　書面（ハガキ）を送るだけで契約を解除でき、クーリング・オフができる取引は法律や約款で決められています。

　※約款…契約書の決められた条項のこと

かしこい消費者になろう！ ② 知っていますか？ クーリング・オフ

　　クーリング・オフができる主な取引（特定商取引法の規定）

取引の種類 内　容 期　間

訪問販売
自宅など、店舗や営業所以外の場所での原則すべての商品・
サービスの契約（※街頭で販売の目的を告げられずに誘われ、
店舗で交わした契約も該当）

８日間

電話勧誘販売 電話による勧誘での契約 ８日間

連鎖販売取引
個人を販売員として勧誘し、さらに次の販売員を勧誘させ、
組織を連鎖的に拡大していく商品・サービスの販売（マルチ商法）

20日間

特定継続的
役務提供

長期・継続的な高額取引（エステティック・家庭教師・語学教室・
パソコン教室・学習塾・結婚相手紹介サービス・美容医療）

８日間

訪問購入
店舗以外の場所で、貴金属などの物品を事業者が消費者から
買い取る契約

８日間

業務提供誘引
販売取引

仕事を紹介すると勧誘し、仕事に必要な商品・サービスを購
入させる契約（内職商法・モニター商法）

20日間

クーリング・オフができ

ないケースでも、事業者

の勧誘方法に問題があっ

たという場合には契約取

り消しできる場合があり

ますので、消費生活セン

ターに相談しましょう。

例

契約とは…

　保険に入る、賃貸物件に入居する、車を買う…など、私たちは暮らしの中で契約書を交わす

機会が多くありますが、契約とは必ずしも「はんこを押して契約書を交わすこと」というわけで

はありません。私たちは日常の生活の中で無意識に消費者として日々契約をしているのです。

　これらの行動もすべて『法的な拘束力を持つ約束＝契約』です。契約は消費者の「買います（意

思表示）」と事業者の「売ります（承諾）」という意思の合意によって成立しますが、法的な責任も

伴うので、一方の都合だけで勝手に解消することはできません。消費者トラブルに巻き込まれ

ないためにも、消費者の自覚を持って商品の選択を行うことが重要です。

かしこい消費者になろう！ ① 契約とは？

・バスや電車に乗る ・喫茶店でコーヒーを
　注文する

・スーパーで
　野菜を買う

・美容院で髪を切る ・コインロッカーに
　荷物を預ける

例
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消費生活センターは市民の皆さんの強い味方です！

消費者トラブルにお困りの場合はひとりで悩まずに　お気軽にご相談ください。

開催日　毎週月曜日～金曜日（祝日・振替休日・年末年始を除く）
　　　　午前９時30分～午後４時（正午～午後１時は昼休み）
場　所　市役所２階　消費生活相談室

◆ 予約申し込み不要・相談費用無料
◆ 電話での相談も受け付けています（☎内線３４８まで）

太宰府市
消費生活センター

消費生活センターとは…

　消費生活センターは地方公共団体が運営している消費生活に関する相談機関です。専門の相談

員が常駐し、悪質商法による被害、契約や商品・サービスの品質などに関する相談を受け付け、

助言やあっせんを行い、問題解決のためのお手伝いをしています。

かしこい消費者になろう！ ④ 利用しよう！ 消費生活センター

●消費生活に関する講座の開催
　消費者被害を未然に防ぐため、出前講座を随時開催しています。

 出前講座に伺います！

　悪質業者の手口や、対処法、実際に身近で起こった詐欺

事件に関することなどを、相談事例を交えながら紹介します。

費用：無料（要予約：産業振興課まで）
対象：市内の団体、学校、自治会、老人会などの集まりに
　　　お呼びください。

かしこい消費者になろう！ ③ 18歳から成人になったら…

　今年３月、成人年齢を20歳から18歳に引き下げる民法の改正案が閣議で決定しました。このまま成立

すれば、2022年４月から18歳が成人となります。成人ということは、親権者の同意なく、さまざまな契

約を自身の判断で自由に決めることができるようになります。

　例えば、ローン契約、クレジットカードの契約も可能になります。

　現在、未成年者が行った契約は、本人、または親権者が取り消すことができるよう法律で保護されてい

ます。しかし、成人年齢が引き下げられると18歳からは保護の対象外となります。

　18歳は大多数がまだ高校生で、契約についての

知識も十分とは言えません。実際に、今でも成人

になったばかりの若者を狙う悪質業者が多数存在

します。2022年に18歳になる若者は、契約とは

『法的な拘束力を持つ約束』で、自分の意思で契約

したものを解約することは決して簡単ではないと

いうことをより一層、自覚する必要があります。2018年現在 2022年（仮）

●消費生活に関する相談内容
　このような消費生活全般に関する相談を受け付けています。

「借金が返せない」「ローン
があり、生活が苦しい」な
ど債務（借金）に関する相談

「買った商品が壊れていた」
「風呂のいすが壊れてけが
をした」など商品に関する
相談

「架空請求のメールがくる」
「必ずもうかると未公開株
の購入を勧められた」など
悪質業者に関する相談

「商品を強引に契約させら
れた」「見積りより請求金額
が高い」など契約に関する
相談

例
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〈文化財課〉

福岡農業高校・㈱高橋商店　共同開発
「梅ジャム（ゆず入り）」寄贈式

　本市が提供する梅を原料とし、福岡農業高校（食品科学科梅研究班）と ㈱ 高橋
商店の共同製作による「梅ジャム（ゆず入り）」の寄贈式が３月13日㈫に行われ、
今年度製作分のうち180本を寄
贈していただきました。
　本商品は梅の酸味と柚子の香
り、爽やかさが絶妙にマッチし
た商品で、通常は西鉄太宰府駅
構 内 に あ る YUZU PREMIUM 
JAPAN太宰府店の店頭でのみ販
売されています。寄贈された商品
は観光プロモーションなどで活用
する予定です。 ㈱高橋商店の高

たかはし

橋代表取締役から
市長への寄贈の様子

　５月は消費者月間です。太宰府市消費
生活センターでは消費者トラブルに関する
相談を受け付け、また、皆さんが安心し
て消費活動を行えるように、さまざまな
啓発活動や講演会を実施しています。
詳しくは２〜３頁をご覧ください。

表紙説明

ゴルゴ松本文化講演会『命の授業』

　３月17日㈯、プラム・カルコア太宰府で、
文化講演会を開催しました。
　講師にお笑いコンビTIMのゴルゴ松本さ
んをお招きして、「言葉」「命」などをテーマ
に笑いを交えながら、漢字を使った熱い授
業を展開。会場はゴルゴ松本さんの熱いトー
クに大いに盛り上がりました。また、客席
に降りて小学生にマイクを向けてやり取り
する場面もあり、子どもたちは緊張しなが
らも一生懸命に答えていました。最後は、
得意ギャグの「命」のポーズで終了しました。
　参加者からは「すごく面白かった。漢字に
対する興味がわいてきた」などの感想が寄
せられました。

「木うその森」協定調印式

　3月19日㈪、市役所で、大分西部森林管理署管内の「木うその森」協定調印式
が行われました。
　「木うそ」は太宰府天満宮において毎年１月７日に行われる「うそ替え」で使わ
れる伝統民芸品で、市民遺産の育成団体である「太宰府木うそ保存会」によって製
作されています。
　材料となるコシアブラは入
手しにくく、市内のほかでは
大分西部森林管理署との協定
により大分県九重町の長者原
でも同保存会が育林活動を続
け、材料を調達してきました。
　今回は林野庁の「木の文化
を支える森」の制度に基づき、
太宰府市商工会のご支援を得
て４者で協定を更新・継続し
ました。
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まちの ト ピ

JICA ボランティア　出発報告

　JICA（国際協力機構）から、青年海外協力隊として、２年間活動される八
や

尋
ひろもとひで

元英
さんが、３月22日㈭、出発の報告のため来庁されました。
　八尋さんは、アフリカ南部に位置し周囲を南アフリカ共和国に囲まれたレソト
王国という国に派遣され、システムエンジニアとして培った技術を生かし、レソ
ト教育大学にてIT関連の業務に従事されます。レソト教育大学では、ICT（情報
通信技術）を活用した受講場所に関わらない均質な教育の提供を目指して、シス
テムの開発や保守のサポートをされるそうです。これまでの自分の経験を生かし、
ITを通じた教育の機会を提供したいと抱負を語られました。

平成 29 年度太宰府古都の光　写真コンテスト上位入賞者を表彰

　昨年９月23日と25日に行われた第12回「太宰府古都の光」の写
真コンテスト上位入賞者が決定し、３月19日㈪に表彰式が行われま

した。上位入賞者は右表のと
おりです。「太宰府古都の光」
は、太宰府市のほか太宰府天
満宮・太宰府観光協会・太宰
府市商工会で構成される太宰
府ブランド創造協議会が主催
している光のイベントです。
　なお、これらの作品は今後
の「太宰府古都の光」のＰＲ活
動に活用させていただきます。

写真左から池田さん、藤春さん、
吉村さん（末廣さんは欠席）

（敬称略）

氏　名 作品名

古都の光大賞 藤
ふじはる

春　恭
やすのり

紀 古都の光って何だろう？

四つ切部門
古都の光賞 金賞 吉

よしむら

村 まゆみ 灯りの番人

四つ切部門
人と光賞 金賞 吉

よしむら

村 まゆみ 何が入ってるのかな？

デジカメ部門
古都の光賞 金賞 池

いけ

田
だ

 耕
こういちろう

一郎 光の道

デジカメ部門
人と光賞 金賞 末

すえひろ

廣　周
しゅうぞう

三 千灯明の舞い

エコクッキング講座

　３月24日㈯、ちょっとした心がけでできる体にも環境にもやさし
いエコクッキング講座を開催しました。食を通して環境問題を考え

る「未来の会」の篠
しのはら

原貴
き み え

美恵先生と一緒にだんご汁を作りました。普
段捨ててしまいがちな野菜の皮を丸ごと調理してみると、予想以上
においしく食べることができ、参加者も驚いていました。また、生
ごみを減らすだけでなく、旬の野菜を食べること、地元の食材を使
うこと（地産地消）、買いすぎないこと、食べ残しをしないことなど
の大切さを学び、今日からでも実践してみようと意気込んでいました。

だんごを作製中

福岡県アンビシャス広場主催

第２回福岡県アンビシャス広場対抗
折り紙ヒコーキ大会 ～飛ばそう夢をのせて～

　３月21日（水・祝）、とびう
めアリーナ（総合体育館）で
第２回福岡県アンビシャス
広場対抗折り紙ヒコーキ大
会を開催しました。今回は、
市内外から125人の小学生
が参加し、飛行時間と飛行
距離を競いました。上手に
折るだけでなく、どうすれ
ば長く飛ばせるかを自分で
考え、子どもたちは創造力
を働かせて頑張りました。

（敬称略）

飛行距離

優勝 村
むらかみ

上　友
とも

哉
や

(つやざきアンビシャス)
25ｍ80cm
（新記録）

２位 宮
みやざき

崎　晶
あきなり

成（国分アンビシャス）
25ｍ51cm
（新記録）

３位
船
ふなこし

越　賢
けん た ろう

太朗(つつじヶ丘アンビシャス) 
24ｍ28cm
（新記録）

飛行時間

優勝
渡
わたなべ

邊　俊
しゅん

　（小竹アンビシャス） 11秒88

２位 平
ひらやま

山　大
だい

輝
き

（国分アンビシャス） 9秒50

３位 大
おお

林
ばやし

　央
おう

周
しゅう

（小竹アンビシャス） 9秒35

団体戦

優勝 国分アンビシャス広場 26秒34

２位 大分小学校区アンビシャス広場 17秒08

３位 つやざきアンビシャス広場 15秒82
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２
月
22
日
㈭
に
開
催
さ
れ
た
、
平
成
30
年
第
１
回
太
宰
府
市
議
会
定
例
会

の
冒
頭
で
、
楠
田
市
長
が
市
政
運
営
に
か
か
る
所
信
表
明
を
述
べ
ま
し
た
。

参
り
ま
し
た
。
そ
の
後
東
京
で
学
び
、
大
阪

で
銀
行
勤
務
を
し
、
国
家
公
務
員
試
験
で
行

政
の
勉
強
を
経
た
の
ち
、
今
は
亡
き
我
が
政

治
の
師
、
羽は

た田

孜
つ
と
む

元
総
理
の
下も
と

で
政
治
を

学
び
ま
し
た
。
羽
田
先
生
は
本
当
に
私し

心し
ん

の

な
い
人
で
、
終
生
国
民
の
為
に
政
治
改
革
を

貫
い
た
政
治
家
で
し
た
。

　

そ
う
し
た
環
境
の
下
で
歳
を
重
ね
た
私
に

と
っ
て
、
27
歳
で
地
元
に
戻
り
政
治
の
道
に

身
を
投
じ
る
こ
と
は
必
然
と
も
言
え
ま
し
た
。

太
宰
府
市
を
始
め
筑
紫
地
区
朝
倉
地
区
か
ら

な
る
衆
議
院
福
岡
５
区
と
い
う
広
域
で
15
年

　

こ
の
度
、
太
宰
府
市
第
６
代
市
長
に
就
任

致
し
ま
し
た
楠く

す

田だ

大だ
い
ぞ
う蔵

で
あ
り
ま
す
。
誇
り

う
る
歴
史
を
持
ち
全
国
に
名
を
馳は

せ
る
太
宰

府
の
市
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
万ば

ん
か
ん感

胸
に
迫
り
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
固も

と

よ

り
浅せ

ん
が
く学

菲ひ

才さ
い

で
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
こ
こ
に
、
平
成
30
年
第
１
回
定
例
会

を
招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
各
位

に
は
大
変
ご
多
用
の
中
を
ご
参
集
賜
り
、
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
に
於お

か
れ

ま
し
て
は
、
市
民
の
代
表
と
し
て
本
市
の
更

な
る
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
昼
夜

を
問
わ
ず
そ
の
任
に
あ
た
ら
れ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

ま
た
、
寒
さ
厳
し
き
折
、
市
内
外
の
多
く

の
皆
様
に
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
場
に
お
運
び
を
頂

き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
本

日
は
お
越
し
出
来
な
か
っ
た
多
く
の
皆
様
に

も
ご
注
目
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご

期
待
に
最
大
限
お
応
え
で
き
る
よ
う
全
力
を

尽
く
し
て
参
り
ま
す
こ
と
を
改
め
て
こ
こ
に

お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
市
長
就
任
後
初
め
て
の
定
例
会
の

開
会
に
あ
た
り
ま
し
て
、
こ
う
し
て
所
信
を

表
明
す
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
今
後
の
市
政
運
営
に
つ
い
て
私

の
決
意
の
一
端
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

私
は
、
本
市
に
隣
接
す
る
筑
紫
野
市
で
地

方
議
員
を
務
め
る
家
庭
で
生
ま
れ
育
ち
、
物

心
つ
い
た
時
か
ら
世
の
為た

め

人
の
為
に
一
身
を

な
げ
う
つ
政
治
家
と
い
う
仕
事
を
意
識
し
て

間
活
動
を
続
け
、
良
い
時
も
悪
い
時
も
あ
り

ま
し
た
が
、
多
く
の
皆
様
か
ら
育
て
て
頂
き
、

衆
議
院
議
員
３
期
、
防
衛
大
臣
政
務
官
と
い

う
政
府
の
一
員
と
し
て
の
役
割
も
担
わ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
経
験
を
経
た
の
ち
浪ろ

う
ろ
う々
の
身み

と

な
っ
て
い
た
私
が
、
時
あ
た
か
も
混
迷
を
深

め
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
た
太
宰
府
市
政

を
担
わ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
は
、

言
わ
ば
運
命
の
め
ぐ
り
合
わ
せ
、
与
え
ら
れ

た
政
治
家
と
し
て
の
使
命
だ
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。
今
こ
そ
42
歳
の
若
さ
、
し
が
ら
み

の
な
い
発
想
力
、
国
政
で
の
経
験
な
ど
を
生

か
し
て
太
宰
府
市
政
に
新
し
い
風
を
吹
き
込

み
、
一
身
を
な
げ
う
っ
て
真
の
市
政
改
革
実

現
に
邁ま

い
し
ん進

す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
選
挙
戦
を
通
じ
太
宰
府
市
政
を

改
革
す
る
３
つ
の
工
程
と
、
太
宰
府
を
日
本

を
代
表
す
る
都ま

ち

に
す
る
７
つ
の
プ
ラ
ン
を
ご

提
示
致
し
ま
し
た
。
３
つ
の
工
程
は
、
本
市

の
混
迷
を
建
て
直
し
市
政
改
革
に
踏
み
出

す
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ま
と
め
た
も
の
、
７
つ

の
プ
ラ
ン
は
そ
の
う
え
で
本
市
を
日
本
を
代

表
す
る
、
世
界
に
冠
た
る
都
に
す
る
た
め
の

街
づ
く
り
計
画
で
す
。

　

や
は
り
市
政
改
革
は
一
人
で
は
到
底
成
し

得
ま
せ
ん
。
そ
の
為
の
環
境
整
備
が
必
要
で

す
。
私
は
先
の
市
長
選
を
終
え
た
後
、
過
去

楠
田
市
長　
所
信
表
明



7  広報だざいふ 2018.5.1（平成 30 年） 市ホームページアドレス　http://www.city.dazaifu.lg.jp/

は
全
て
水
に
流
し
、
市
と
市
民
の
未
来
の

為
に
あ
ら
ゆ
る
方
々
と
心
を
一
つ
に
し
て
い

く
べ
き
旨
を
宣
言
致
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
、

市
政
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
、
経
験
豊
富
で

市
と
市
民
の
為
の
活
動
を
実
践
し
て
来
ら
れ

た
議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
職
員
と
の
連
携
も
必
須
で
あ
り

ま
す
。
就
任
直
後
の
訓
示
や
経
営
会
議
、
職

場
廻ま

わ

り
の
際
に
も
、
職
員
諸
氏
に
対
し
「
経

験
を
積
み
現
場
を
知
る
皆
さ
ん
の
話
を
頭
か

ら
否
定
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
ま
ず
は
何
で
も

聞
か
せ
て
も
ら
い
た
い
の
で
、
何
か
あ
れ
ば

す
ぐ
に
相
談
に
来
て
欲
し
い
。
」
と
伝
え
て

お
り
ま
す
。
市
と
市
民
を
第
一
に
考
え
る
、

風
通
し
の
良
い
職
場
を
心
が
け
ま
す
。
そ
の

為
に
も
、
空
席
と
な
っ
て
い
る
副
市
長
と
教

育
長
を
出
来
る
だ
け
早
く
任
命
致
し
ま
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
市
民
の
皆
様
と
心
を
一
つ

に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
市
民
皆

様
の
信
頼
な
く
し
て
市
政
は
成
り
立
ち
ま
せ

ん
。
就
任
後
す
ぐ
に
ま
と
め
た
平
成
30
年
度

当
初
予
算
で
、
真
っ
先
に
市
長
と
語
る
会

費
を
計
上
し
、
公
共
施
設
改
修
予
算
を
じ
っ

く
り
見
極
め
る
為
に
そ
の
大
部
分
を
６
月
補

正
予
算
に
延
長
し
た
の
も
そ
の
為
で
す
。
市

と
市
民
の
よ
り
良
い
未
来
の
為
、
皆
様
と
の

対
話
と
公
共
施
設
の
あ
り
方
の
見
直
し
な
ど

発
展
に
も
繋
げ
ま
す
。
こ
う
し
た
戦

略
に
よ
り
地
域
の
所
得
増
加
と
積

極
的
財
政
投
資
の
好
循
環
を
生
み
出

し
、
永
続
的
税
収
の
安
定
化
を
目
指

し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
第
２
回
定
例
会
に
お

い
て
、
施
政
方
針
並
び
に
補
正
予
算

提
案
を
通
し
て
お
示
し
す
る
予
定
で

す
。

　

重
ね
て
申
し
上
げ
ま
す
が
、
本
市

に
は
誇
り
う
る
歴
史
や
全
国
に
轟

と
ど
ろ

く

知
名
度
、
多
く
の
観
光
資
源
等
に
加

え
、
何
よ
り
郷
土
を
愛
し
情
熱
を
持

つ
市
民
の
方
々
、
そ
し
て
可
能
性
に

満
ち
た
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
が
数

多
く
存
在
し
ま
す
。
課
題
も
確
か
に

ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
伸
び

ゆ
く
要
素
に
あ
ふ
れ
て
お
り
ま
す
。

私
自
身
先
頭
に
立
っ
て
真
の
市
政
改

革
を
断
行
し
、
日
本
を
代
表
す
る
、

世
界
に
冠
た
る
太
宰
府
の
実
現
に
向

け
全
身
全
霊
を
傾
け
て
参
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
改
め
ま
し
て
議
員
各
位

並
び
に
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し

上
げ
、
市
長
就
任
に
あ
た
り
ま
し
て

の
私
の
所
信
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

予
算
の
効
率
化
を
心
が
け
ま
す
。

　

こ
う
し
た
工
程
に
よ
る
環
境
整
備
を
経

て
、
い
よ
い
よ
太
宰
府
を
日
本
一
住
み
や
す

い
都
、
世
界
一
元
気
な
都
に
す
る
べ
く
プ
ラ

ン
実
行
に
力
強
く
踏
み
出
さ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
本
市
の
抱
え
る
大
き
な
課
題
の
一
つ
は

財
政
再
建
で
す
。
徹
底
し
た
行
政
改
革
は
当

然
の
こ
と
で
す
が
、
や
は
り
中
長
期
的
な
歳

入
増
加
策
が
重
要
で
す
。
そ
の
方
策
と
し

て
、
私
は
い
わ
ゆ
る
大
太
宰
府
構
想
と
超
成

長
戦
略
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

例
え
ば
本
市
に
は
年
間
一
千
万
人
に
も
迫

る
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
日
々
賑に

ぎ

わ
い
を

見
せ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
に
見
合
う

税
収
に
繋
が
っ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。

そ
こ
で
近
隣
自
治
体
と
の
積
極
的
連
携
や
本

市
独
自
の
地
場
み
や
げ
産
業
化
を
進
め
る
こ

と
で
、
飲
食
、
買
い
物
、
宿
泊
ま
で
含
め

た
長
期
滞
在
型
の
観
光
産
業
化
を
実
現
し
、

税
収
増
を
図
り
ま
す
。
ま
た
長
期
的
な
交
通

大
動
脈
計
画
を
策
定
し
、
更
な
る
人
の
往
来

と
渋
滞
解
消
も
目
指
し
ま
す
。

　

そ
う
し
た
自
主
財
源
の
確
保
と
同
時
に
、

中
学
校
完
全
給
食
化
を
含
む
子
育
て
支
援

や
先
進
教
育
、
高
齢
者
支
援
、
空
き
家
対

策
な
ど
生
活
支
援
戦
略
を
実
行
す
る
こ
と

で
、
本
市
の
生
産
年
齢
人
口
の
自
然
増
と

社
会
増
を
促
し
、
先
端
知
的
集
約
産
業
の
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市
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
西
鉄
五
条
駅
横
の
い
き
い
き
情
報
セ

ン
タ
ー
の
１
階
東
側
に
設
置
し
て
い
ま

す
。

　

同
じ
フ
ロ
ア
に
高
齢
者
支
援
課
の
包

括
支
援
係
の
事
務
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、

紙
お
む
つ
の
給
付
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
、

介
護
予
防
教
室
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
高

齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
申
請
手
続
き
も

で
き
ま
す
。

　

保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
三
職
種
を
中
心
と
し
て
、

要
支
援
者
等
の
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア

プ
ラ
ン
）
を
作
成
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

と
包
括
支
援
係
の
職
員
を
加
え
る
と
全

員
で
26
人
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
、
認
知

症
地
域
支
援
推
進
員
を
２
人
配
置
し
て

い
ま
す
。

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
年
末
年
始
除

く
）
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

ま
で
で
す
。

　

閉
所
中
（
夜
間
お
よ
び
土
日
・
祝
日
、

年
末
年
始
）
は
、
看
護
師
な
ど
の
専
門

職
が
電
話
で
相
談
対
応
す
る
「
あ
ん
し

ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
１
２
０
〈
７
８
３
８
〉

１
５
）
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
中
心
と
な
り
、
お
互
い

に
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
総
合
的
に
高

齢
者
を
支
援
し
ま
す
。

①
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す

　

（
総
合
相
談
支
援
）

　

介
護
保
険
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
が

抱
え
る
生
活
全
般
の
悩
み
に
つ
い
て
、

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
な
げ
ま
す
。

ま
た
、
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
積
極
的
に
問
題
解
決
に
取
り
組
み
ま

す
。

ど
こ
に
あ
る
の
？

誰
が
い
る
の
？

何
を
し
て
い
る
の
？

い
つ
開
い
て
い
る
の
？

をご存じですか？
れた地域で安心して生活できるように、総合的な支援を行う地域の中核機関

として地域包括支援センターの設置が義務付けられています。

　本市の地域包括支援センターをご紹介します。

問い合わせ　地域包括支援センター　　☎（929）3211
　　　　　　太宰府市五条三丁目１番１号

笑顔で対応します

ご家族からの相談も多いです

至
二
日
市
駅

至
太
宰
府
駅

西鉄五条駅

いきいき情報センターの１階東側です



9  広報だざいふ 2018.5.1（平成 30 年） 市ホームページアドレス　http://www.city.dazaifu.lg.jp/

②
尊
厳
の
あ
る
暮
ら
し
を
守
り
ま
す

（
権
利
擁
護
）

　

高
齢
者
虐
待
、
悪
質
な
訪
問
販
売
な

ど
に
お
け
る
被
害
者
、
家
族
な
ど
か
ら

の
相
談
窓
口
と
し
て
早
期
発
見
・
被
害

防
止
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
成
年
後
見

制
度
の
活
用
を
支
援
し
ま
す
。

③
多
方
面
か
ら
支
援
し
ま
す
（
包
括

的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

　

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ

う
、
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
後
方

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
地
域
で
安
心
し
て
、
自
分
ら

し
く
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

④
自
立
し
た
生
活
を
支
援
し
ま
す

　

（
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・

指
定
介
護
予
防
支
援
）

　

要
支
援
認
定
者
、
ま
た
は
介
護
予
防

の
必
要
が
あ
る
人
に
対
し
、
身
体
状
況

や
家
庭
環
境
を
確
認
し
な
が
ら
ケ
ア
プ

ラ
ン
を
作
成
し
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
利
用
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

「
高
齢
者
の
暮
ら
し
の
総
合
相
談
窓

口
」
で
す
。
ま
た
、
「
高
齢
者
に
関

す
る
よ
ろ
ず
相
談
所
」
と
例
え
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な

内
容
で
も
結
構
で
す
の
で
、
高
齢

者
本
人
、
そ
の
ご
家
族
、
ご
近
所

の
皆
さ
ん
な
ど
、
決
し
て
一
人
で

悩
ま
な
い
で
、
お
気
軽
に
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　平成30年度から、介護予防・
日常生活支援総合事業における
多様なサービスとして、専門職
による短期集中予防サービスを
実施します。対象者は要支援認
定者および事業対象者（※）です。
詳しくは高齢者支援課包括支援
係まで問い合わせください。

区分 内容 実施回数など 負担金

訪問型
サービスC

専門職が利用者の自宅
を 訪 問 し、 運 動・ 口
腔・栄養機能向上にむ
けた相談・指導を行う。

週1～2回程度の利用で3カ
月実施（1回1時間程度）。そ
の後最大3カ月まで延長可能。

なし

通所型
サービスC

委託事業所においてマ
シンを使った運動器機
能向上プログラムを実
施する（送迎あり）。

週1～2回程度の利用で3カ
月実施（1回2時間程度）。そ
の後最大3カ月まで延長可能。

300円
　／回

※事業対象者：25項目の質問で構成される「基本チェックリスト」による
判定で、要介護・要支援となる可能性が高いと判定された高齢者

問い合わせ　高齢者支援課　包括支援係☎（929）3210

短期集中予防サービス

を始めます

地域包括支援センター
　本市の高齢化率は27.2％（65歳以上の人口割合：平成29年度末現在）

で、４人に１人以上が高齢者という状況になっています。また、核家族

化やライフスタイルの多様化に伴い、高齢者のみの世帯も増え、介護・

福祉・保健・医療のサービスが必要な高齢者も増加しています。

　このようなことから、介護保険法において、高齢者の皆さんが住み慣

専門職が適切なサービスを検討します

お気軽にご相談ください
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介
護
保
険
制
度
で
は
、
３
年
に

１
回
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を

作
成
し
、
作
成
後
３
年
間
の
65
歳

以
上
の
被
保
険
者
数
や
給
付
費
の

見
込
を
推
計
し
、
必
要
な
介
護
保

険
料
を
見
直
す
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
平
成
30
年
度
か
ら
32
年

度
の
「
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計

画
」
を
策
定
し
、
左
表
の
と
お
り

介
護
保
険
料
を
決
定
し
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
人
に
、
平
成
30
年

度
の
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
・

年
金
差
引
開
始
通
知
書
を
６
月
中

旬
に
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
納
付

方
法
・
保
険
料
額
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

介
護
保
険
料
を
年
金
か
ら
差
引

き
で
納
め
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、

４
月
の
段
階
で
は
前
年
の
所
得
が

確
定
し
て
い
な
い
た
め
、
前
年
度

の
２
月
と
同
額
を
仮
の
金
額
と
し

て
４
月
・
６
月
・
８
月
の
年
金
か

ら
差
引
き
し
ま
す
。
（
仮
徴
収
）

　

ま
た
、
10
月
か
ら
の
本
徴
収
に

つ
い
て
は
年
間
の
保
険
料
か
ら
仮

徴
収
額
を
除
い
た
額
を
10
月
・
12

月
・
２
月
に
振
り
分
け
て
徴
収
し

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
10
月
以
降

を
な
る
べ
く
均
等
な
額
に
調
整
す

る
た
め
に
、
８
月
と
10
月
の
保
険

料
に
３
千
円
以
上
の
差
が
あ
る
人

に
対
し
て
は
、
６
月
と
８
月
の
保

険
料
額
を
変
更
し
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
（
平
準
化
）

  

な
お
、
８
月
と
10
月
の
保
険
料

額
が
大
き
く
変
わ
ら
な
い
人
に
つ

い
て
は
、
調
整
は
行
い
ま
せ
ん
。

対
象
に
な
る
人
は
、
５
月
下
旬
に

送
付
す
る
通
知
書
に
同
封
さ
れ
て

い
る
説
明
文
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
へ

　

４
月
か
ら
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
し
た

問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
支
援
課　

介
護
保
険
係
（
☎
内
線
３
７
０
・
３
７
１
）

平成30年度～32年度　太宰府市介護保険料

所得
段階

対象者
負担
割合

改正前 改正後
６→７期 
保険料 
上昇額
（円）

第６期 
（H27～29） 

保険料
月額（円）

第７期 
（H30～32） 

保険料 
月額（円）

本
人
が
住
民
税
非
課
税

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税

第１
段階

・生活保護受給者 
・老齢福祉年金受給者
・公的年金収入額と合

計所得金額の合計が
80万円以下の人

 
0.45 2,280 2,410 130 

第２
段階

公的年金収入額と
合計所得金額の合計が

120万円以下の人

 
0.68 3,440 3,640 200 

第３
段階

第１段階を除き、
公的年金収入額と

合計所得金額の合計が
120万円を超える人

 
0.72

3,650 3,850 200 

世
帯
の
中
に
住
民
税
課
税
の
人
が
い
る

第４
段階

住民税本人非課税で、
公的年金収入額と

合計所得金額の合計が
80万円以下の人

0.9  4,560 4,820 260 

第５
段階

住民税本人非課税で、
公的年金収入額と

合計所得金額の合計が
80万円を超える人

 
1.0 

(基準額)
5,070 5,360 290 

本
人
が
住
民
税
課
税

第６
段階

住民税本人課税で、
合計所得金額が

120万円未満の人
1.1 5,570 5,890 320 

第７
段階

住民税本人課税で、
合計所得金額が

200万円未満の人
1.2 6,080 6,430 350 

第８
段階

住民税本人課税で、
合計所得金額が

300万円未満の人
1.3 6,590 6,960 370 

第９
段階

住民税本人課税で、
合計所得金額が

500万円未満の人
1.5 7,600 8,040 440 

第10
段階

住民税本人課税で、
合計所得金額が

700万円未満の人
1.75 8,870 9,380 510 

第11
段階

住民税本人課税で、
合計所得金額が

900万円未満の人
1.875 9,500 10,050 550 

第12
段階

住民税本人課税で、
合計所得金額が

900万円以上の人
2.0 10,140 10,720 580 

平
成
30
年
度
介
護
保
険
料
納

入
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

介
護
保
険
料
を
年
金
差
引
き

さ
れ
て
い
る
人
へ
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平成28・29年度 平成30・31年度 増減

均等割額 56,085円 56,085円 据え置き

所得割額 11.17％ 10.83％ 0.34ポイント減

賦課限度額 57万円 62万円 ５万円増

平
成
30
・
31
年
度
の

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
保
険
料
は
、
２
年
ご
と
に
改
定
さ
れ
ま
す

問
い
合
わ
せ
　

国
保
年
金
課 

公
費
医
療
係
（
☎
内
線
３
０
５
・
３
１
５
）

ま
た
は　

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー　

☎
（
６
５
１
）
３
１
１
１

  保険料額の通知について

　保険料額の詳細については、７月に送付予定の「平成30年度後期高齢者医
療保険料決定通知書」でお知らせします。

  保険料の軽減

■均等割額の軽減 （世帯 ※１ の所得額などに応じて均等割額が軽減されます）

※３：軽減対象所得金額とは、基本的には総所得金額と同じですが、
　　　公的年金の場合は、さらに15万円を控除して計算を行います。
※４：平成30年度も軽減対象の拡充が実施されています。

軽減割合
（軽減内容）

軽減後の
均等割額
（年額）

同一世帯内の被保険者および世帯主の
軽減対象所得金額（※３）の合計額

９割軽減 5,608円
[33万円（基礎控除額）]以下かつ[被保険者全員が年
金収入80万円以下で、その他の所得がない]

8.5割軽減 8,412円 [33万円（基礎控除額）]以下

５割軽減 28,042円
[33万円（基礎控除額）＋27万５千円×被保険者数]
以下（※４）

２割軽減 44,868円
[33万円（基礎控除額）＋50万円×被保険者数]
以下（※４）

■後期高齢者医療制度に加入する前日まで

　社会保険※５の被扶養者であった人

※５ ： 社会保険とは、協会けんぽ、組合管掌保険、船員保険、共済組合などのこと
です。国民健康保険・国民健康保険組合は該当しません。

※６：均等割額の軽減が所得により９割軽減、8.5割軽減に該当する人は、それぞれ
９割軽減、8.5割軽減が優先されます。

均等割額が５割軽減（※６）されます。
（所得割額はかかりません）

軽減後の保険料
年額　28,042 円

  保険料の算定方法

保険料は、前年中の所得金額と世帯（※１）の状況をもとに算定します。
※１：平成30年４月１日時点の世帯（年度途中で75歳になる人、県外からの転入者
　　　などはその時点）が基準となります。

■個人ごとの保険料の計算方法

※２：総所得金額等とは、前年中の「公的年金等収入－公的年金等控除」、「給与収入
　　　－給与所得控除」、「事業収入－必要経費」等の合計額で、各種所得控除前の金
　　　額です。

保険料
(年額) 

（10円未満切り捨て）
＝

均等割額 所得割額

56,085円
総所得金額等※２
－33万円（基礎控除額）

×
所得割率
10.83%
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平
成
30
年
度　

保
育
料
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

保
育
児
童
課
（
☎
内
線
３
１
９
）

　

平
成
27
年
度
か
ら
始
ま
っ
て
い
る

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
に

お
け
る
保
育
所
、
幼
稚
園
、
認
定
こ

ど
も
園
な
ど
の
保
育
料
が
決
定
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
本
市
内
で
平
成
30
年
度
に
新
制
度
に
移
行
す
る
幼
稚

園
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
来
ど
お
り
、
各
幼
稚
園
が
定

め
る
保
育
料
を
支
払
い
、
市
民
税
の
課
税
状
況
に
応

じ
て
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
左
記
の
保
育
料
は
、
本
市
外
の
新
制
度
に
移
行
す
る

幼
稚
園
な
ど
を
利
用
す
る
場
合
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

保育所保育料表 単位：円
入所児童の属する世帯の階層区分 徴収金基準額（月額）

階層 定　　　　義
３歳未満児 ３歳児 ４歳以上児

保育標準時間 保育短時間 保育標準時間 保育短時間 保育標準時間 保育短時間

第１

生活保護法による被保護世帯（単
給世帯を含む） および中国残留
邦人等の円滑な帰国の促進及び
永住帰国後の自立の支援に関す
る法律による支援給付受給世帯

0

第２
平成30年度

（４月～８月は、

平成29年度）

市町村民税
非課税世帯

ひとり親世帯等
以外の世帯

9,000 
(0)

6,000
(0)

第２
母子

★ひとり親世帯等★ 0

第３

平成30年度
（４月～８月は、

平成29年度）

市町村民税
課税世帯

所得割課税額
48,600円未満

19,500
(9,750)

19,300 
(9,650)

16,500
(8,250)

16,300
(8,150)

16,500
(8,250)

16,300
(8,150)

第３
母子

★ひとり親世帯等★
所得割課税額

48,600円未満

9,000 
(0)

6,000
(0)

第４
所得割課税額

97,000円未満
30,000

(15,000)
29,600

(14,800)
27,000

(13,500)
26,600

(13,300)
27,000

(13,500)
26,600

(13,300)

第５
所得割課税額

169,000円未満
44,500

(22,250)
43,900

(21,950)

36,340
(18,170)

35,740
(17,870)

29,500
(14,750)

28,900
(14,450)

第６
所得割課税額

301,000円未満
61,000

(30,500)
60,100

(30,050)

第７
所得割課税額

397,000円未満
80,000

(40,000)
78,800
39,400

第８
所得割課税額

397,000円以上
85,680

(42,840)
84,180

(42,090)

※表中の所得割課税額は、住宅取得控除等の税額控除を受ける場合、その控除を受ける前の税額となります。

対象となる期間 平成30年４月～８月分 平成30年９月～平成31年８月分
階層決定の対象とする税額 平成29年度　市町村民税額 平成30年度　市町村民税額

備考１　平成30年４月１日現在の入所児童の年齢により、保育料を算定します。
【例】５月25日で満３歳になる児童が６月１日から入所した場合
→４月１日現在では２歳児ですので、保育料は３歳未満児として計算します。

　　２　上表の金額が、保育料の月額となります。同一世帯から２人以上の児童が入所している場合の保育料は、次のとおりとな
ります。また、多子世帯の軽減として、市町村民税所得割課税額が57,700円未満の世帯については、小学校以上の子も
含め、最年長の子から順に第１子、第２子…とみなして算定します。ただし、上の子の年齢や勤務状況により、生計を一
とすると認められない場合は、軽減対象外となります。

　　　　①第１子……上段の金額　②　第２子……（　　　）の金額　③　第３子以降……0円
　　　　なお、同一世帯から２人以上の小学校就学始期に達するまでの児童が保育所、幼稚園、認定こども園、届出保育施設、特

別支援学校幼稚部、情緒障害児短期治療施設通所部に入所又は児童発達支援及び医療型児童発達支援を利用している場合
も算定対象人数に含めます。

　　３　ひとり親世帯等（障がい者世帯を含む）の認定については、国が別に示した基準どおりとします。また、ひとり親世帯等の
軽減として、第4階層のひとり親世帯等で市町村民税所得割課税額が77,101円未満の世帯については、小学校以上の子
も含め、最年長の子から順に第１子、第２子…とみなして算定し、第3母子階層の金額となります。ただし、上の子の年
齢や勤務状況により、生計を一とすると認められない場合は、軽減対象外となります。

幼稚園等（１号認定）保育料 単位：円
入所児童の属する世帯の階層区分

保育料（月額）
階層 定　　義

第１
生活保護法による被保護世帯（単給世帯を含む）および中国残留邦人等の円滑な
帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援に関する法律による支援給付受給世帯

0

第２ 平成30年度 （４月～８月は、平成29年度）

市町村民税非課税世帯
（所得割非課税世帯含む）

ひとり親世帯等以外の世帯
3,000

(0)
第２母子 ★ひとり親世帯等★ 0

第３

平成30年度 （４月～８月は、平成29年度）

市町村民税課税世帯

所得割課税額　77,100円以下
10,100
(5,050)

第３母子
★ひとり親世帯等★

所得割課税額　77,100円以下
3,000

(0)

第４ 所得割課税額　211,200円以下
20,500

(10,250)

第５ 所得割課税額　211,201円以上
25,700

(12,850)

※表中の所得割課税額は、住宅取得控除等の税額控除を受ける場合、その控除を受ける前の税額となります。

備考１　上表の金額が、保育料の月額となります。また、小学校３年以下の範囲において、最年長の児童から順に第１子、第２子
…とみなして算定します。なお、多子世帯の軽減として、市町村民税所得割課税額が77,100円以下の世帯については、
小学校４年以上の子も含め、最年長の子から順に第１子、第２子…とみなして算定します。ただし、上の子の年齢や勤務
状況により、生計を一とすると認められない場合は、軽減対象外となります。

　　　　①第１子……上段の金額　②　第２子……（　　　）の金額　③　第３子以降……0円

　　２　本市から利用する施設に対し、各世帯の保育料について通知します。保育料は利用する施設への支払いとなります。また、
ひとり親世帯等の軽減として、第３母子階層で市町村民税所得割課税額が77,100円以下の世帯については、小学校４年
以上の子も含め、最年長の子から順に第１子、第２子…とみなして算定し、第1子は半額、第2子以降は無料となります。
ただし、上の子の年齢や勤務状況により、生計を一とすると認められない場合は、軽減対象外となります。

　　３　保育料とは別に、施設設置者が定める費用を支払いしていただく場合があります（通園バス代、給食代、制服代などの実費や、
職員を学級に複数配置する等質の向上を図るためにかかる経費など）。
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太宰府市立中学校制服リユースに
 ご協力ください
 問い合わせ　学校教育課（☎内線448）

市公式ホームページ（観光情報サイト）が
『フォトジェニック・サイトアワード２０１７』ベスト10サイトに選ばれました！

 問い合わせ　経営企画課（☎内線５１４）

5月13日㈰（午前10時～午後０時30分）

市内の認可保育園（所）12園
合同の就職説明会を実施します
 問い合わせ　保育児童課（☎内線317）

会場

市役所4階　大会議室

参加保育園（所）

ごじょう保育所、南保育所、保育所太宰府園、
水城保育園、星ヶ丘保育園、筑紫保育園、
おおざの保育園、都府楼保育園、こくぶ保育園、
ゆたか保育園、水城青稜保育園、すずらん保育園

　市内の認可保育所で一緒に働いていただける

人を対象に市内認可保育園（所）12園合同の就

職説明会を開催します。認可保育園ごとのブー

スにて、それぞれの園の特色や仕事内容などの

話を聞くことができます。園によっては、フル

タイム勤務や短時間勤務（１日４時間程度勤務）、

週３日程度の勤務などの制度もあります。保育

士だけでなく、看護師、栄養士、調理員も若干

名募集しますので、転職をお考えの人、以前保

育園の勤務経験はあるけど子育てなどでブラン

クがある人、資格は持っているけど未経験の人、

実習先を検討中の学生など、まずは、話を聞い

てみたいという人も大歓迎です。託児スペース

も用意していますので、お子さんと一緒に参加

いただけます。事前の申し込みは不要ですので、

ぜひご参加ください。

　『フォトジェニック・サイトアワード2017』は、一般

社団法人日本フォトツーリズム協会が主催するもので、

全国市町村および観光協会が運営する1,700以上の公

式ウェブサイトの中から、写真的に閲覧者に「行って

みたい」と思わせるような「旅に誘うビジュアルイン

パクト」があるウェブサイトを応援する目的で設立さ

れたものです。

　今回、市公式ホームページ（観光情報サイト）が、数

あるサイトの中からベスト10サイトに選ばれました。

選定理由：細かいカット割の動画で、悠久の歴史に育
まれた太宰府の魅力を余すところなく伝える。

　市公式ホームページでは、手続き・

市政情報・観光情報など幅広い情報

を発信しています。

市公式ホームページ　観光情報サイト

 URL　http://www.city.dazaifu.lg.jp/kanko/index.html

※タブレット（スマートフォン）で閲覧した際は、専用のサイトに
　自動で切り替わります。画像はパソコンで表示したものです。

　市立の各中学校では、ＰＴＡの皆さんが中心となって、

資源の再利用や物を大切にする心の 醸
じょう

成
せい

、保護者の負

担軽減を目的とした、「制服リユース事業」に取り組んで

います。

　中学校の卒業やサイズが合わなくなったなどの理由で、

着用しなくなった制服や使用しなくなったカバンなどを

必要な人に安くお譲りするという取り組みであり、市教

育委員会も協力しています。

　ご家庭に眠っている思い出の制服をはじめ、指定カバ

ンや体操服などを、後輩や新入生

たちのためにご提供ください。

譲ります！

◆ 取扱品
制服（上下）・ブラウス・ウインドブレー
カー・バッグ・体操服・ジャージ・ネクタイ・リボンなど
◆ 回収場所
各中学校内の回収ボックス・購買または学校教育課
※洗濯した状態の良いものをご提供ください。

必要です！

リユース制服の購入はバザーや購買部での販売など、各
学校にて形態が異なります。学校教育課へお問い合わせ
ください。

おしらせ　　学業院中学校PTA　制服バザー開催！

６月２日㈯（予定）　場所：学業院中学校
土曜授業参観　懇談会終了後
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　第三次太宰府市地域福祉計画では、「１．支援につながる仕組みづくり」、「２．安全安心に暮らすため

の基盤づくり」、「３．気軽に参加できる環境づくり」という３つの基本目標を掲げています。

地域福祉とは
　地域でともに暮らす人々が、性別や年齢、障がいの有無、経済的な格差などに関係なく、お互いに支え合い、
助け合いながら、住み慣れた地域で安心して暮らしていけるような地域社会を、みんなで築いていく取り組み
のことです。

　誰もが地域福祉活動に参加できる地域をめざします。また、目標実現のために取り組みの柱を掲げ、その柱の
なかにさらに詳細な取り組みを設けています。

基本目標の「３．気軽に参加できる環境づくり」では

地域の組織や
団体

地域の活動や行事は、多様なライフスタイ
ルを尊重しながら、年齢や障害のあるなし
にかかわらず、多くの人たちが参加できる
ように工夫しましょう。

社会福祉協議会
自治会や当事者団体などが連携した活動を支
援しましょう。

行政
自治会、長寿クラブ、子ども会などへの加
入を促進する取り組みを充実させます。

取り組み  ③ボランティア活動を参加しやすくる

自分や家族
趣味や特技、経験を活かして、ボランティ
ア活動に参加しましょう。

地域の組織や
団体

地域での交流の場、地域活動および行事に
おいて、ボランティア団体を活用しましょう。

社会福祉協議会
福祉関係のボランティア養成講座を開催し、
参加者の継続的な活動を支援しましょう。

行政
あらゆる分野のボランティアの人材を育成
し、継続的な活動を支援します。

取り組み  ①気軽に参加できる交流の場を広めていく

自分や家族
興味関心のある交流の機会について、情報
収集に努め、参加しましょう。

地域の組織や
団体

地域で取り組む高齢者や子育て支援のサロ
ンなどへの参加を呼びかけ、誰もが参加し
やすいように内容を工夫しましょう。

社会福祉協議会

地域で取り組む交流の場に関する活動を担
うグループの組織化や、グループ間の情報
交換の機会を設けるなど、活動を充実させ
るための支援を行いましょう。

行政

家族介護者、子育て家族の保護者、障がい
のある人同士などが、お互いに悩みを語り
合い、交流を深めることができる機会を充
実させます。

取り組み  ②地域の活動や行事を参加しやすくする

自分や家族
自治会、長寿クラブ、子ども会などの活動
に参加しましょう。

取り組みの柱　　（２） 地域での参加機会の推進

♪
♬

♪地域福祉を推進しよう   ～支え合う一人ひとりが主人公～

　  問い合わせ　福祉課　福祉政策係（☎内線３６３）
シリーズ
４回目 ２月1日号に引き続いて第三次太宰府市地域福祉計画の

内容をご紹介します。

取り組みの柱　　（１） 学ぶ機会の充実

取り組み  ①人権や福祉について学ぶ機会を充実させる

自分や家族
人権や福祉についての学習会などへ積極的
に参加しましょう。

地域の組織や
団体

地域の資源や人材を活かして人権や福祉に
ついての学習会などを開催し、継続しま
しょう。

社会福祉協議会
児童生徒のみならず、地域の人たちに対し
ても福祉教育を充実させましょう。

行政
人権や福祉をテーマとした講演会、学習会
などを開催します。

取り組み  ②支援する方法について学ぶ機会（※）を充実させる

自分や家族 学習会などへ積極的に参加しましょう。

地域の組織や
団体

学ぶ場を設ける際は、開催に関する情報伝
達を工夫し、会場で乳幼児などを預けるこ
とができるようにしましょう。

社会福祉協議会 学習会などを開催しましょう。

行政

地域、幼稚園・保育所、小中学校および住
民が訪れる機会が多い事業所で、認知症サ
ポーター、子育てを応援する人、生活支援
サポーターなどの養成講座を開催します。

※介護、子育ておよび障がい者の日常生活の困りごとなどを支
援する方法、介護の方法、子育て不安の解消などを目的とし
たもの

一例だけを掲載しています。

市ホームページに計画全文を掲載しています。

地域で生活している住民の皆さん一人ひとりが主役です

地域福祉計画に関する出前講座を用意しています。ぜひご連絡ください。
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第２期太宰府市国民健康保険保健事業実施計画

（第２期太宰府市国民健康保険データヘルス計画）
を策定しました

 問い合わせ　国保年金課　国保年金係（☎内線３１２）

　

近
年
、
高
齢
化
や
医
療
の
高
度
化
に
よ
り
国

民
の
医
療
費
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

生
活
習
慣
病
の
重
症
化
予
防
や
健
康
寿
命
の
延

伸
を
目
的
と
し
て
平
成
27
年
度
に
「
太
宰
府
市
国

民
健
康
保
険
保
健
事
業
実
施
計
画
（
太
宰
府
市
国

民
健
康
保
険
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
）
」
を
策
定
し
、

特
定
健
診
や
レ
セ
プ
ト
（
診
療
報
酬
明
細
書
）
な

ど
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
な
が
ら
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
へ
の
保
健
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
で
現
行
計
画
の
期
間
が
満
了
す

る
こ
と
に
伴
い
、
平
成
30
年
３
月
に
「
第
２
期
太

宰
府
市
国
民
健
康
保
険
保
健
事
業
実
施
計
画
（
第

２
期
太
宰
府
市
国
民
健
康
保
険
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
）
」
（
以
下
「
第
２
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
）

を
策
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
本
計
画
か
ら
特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
実
施
計
画
で
あ
る
「
第

３
期
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
」
も
一
体
化
し

ま
し
た
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す

取
り
組
み
が
大
切
で
す

　

生
活
習
慣
病
は
、
日
本
人
の
死

亡
原
因
の
５
割
以
上
を
占
め
て
い

る
一
方
で
、
初
期
段
階
に
自
覚
症

状
が
な
い
こ
と
が
多
く
、
知
ら
な

い
う
ち
に
病
気
が
進
行
し
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日
々
の
生

活
習
慣
を
見
な
お
し
、
定
期
的
に

健
診
を
受
け
て
自
分
の
健
康
状
態

を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

ま
た
、
健
康
を
維
持
し
て
医
療

費
を
抑
制
す
る
こ
と
は
、
将
来
的

な
国
民
健
康
保
険
税
の
値
上
げ
や
、

治
療
費
の
自
己
負
担
を
抑
え
る
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

第
２
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
で

は
、
こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
分
析
し
て
、
今

後
取
り
組
む
べ
き
対
策
な
ど
を
示

し
て
い
ま
す
。
第
２
期
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

 

Ｈ
Ｐ 

太
宰
府
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
総
合
ト
ッ
プ
）
→
く
ら
し
・
行
政

サ
イ
ト
→
市
政
情
報
→
市
の
計

画
・
施
政
方
針
計
画
→
第
２
期
太

宰
府
市
国
民
健
康
保
険
保
健
事
業

実
施
計
画
（
第
２
期
太
宰
府
市
国

民
健
康
保
険
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
）

データから見る本市の国民健康保険

　年齢別に生活習慣病で受診した人の割合を抽出してみると、

年齢を重ねるごとに生活習慣病の人の割合が増えていることが

わかります。

図２　年齢別生活習慣病受診の割合　

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

70～74歳

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代以下

　国民健康保険の医療費のうち、最も大きな割合を占めてい

るのが生活習慣病です。生活習慣病とは、日々の生活習慣が

原因となって発症する病気の総称で、糖尿病や脂質異常症、

脳血管疾患、高血圧、心疾患などが含まれます。

図１　総医療費に占める生活習慣病の割合

生活習慣病

16％

がん

14％
その他

55％

精神疾患  11％

慢性腎不全  4％ （平成28年度）

（平成29年６月請求レセプトより）



太宰府市役所　代表電話（921）2121　FAX（921）1601 広報だざいふ 2018.5.1（平成 30 年）  16

観
世
音
寺
一
丁
目
地
区

「
ゾ
ー
ン
30
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

 

問
い
合
わ
せ　

建
設
課　

工
務
係
（
☎
内
線
４
３
３
）

　

太
宰
府
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

こ
の
た
び
Ｊ
Ｒ
踏
切
拡
幅
工
事
お
よ
び
道
路

改
良
工
事
に
伴
い
、
道
路
用
地
に
か
か
る
た

め
移
転
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
新

事
務
所
で
の
業
務
は
５
月
７
日
㈪
か
ら
開
始

し
ま
す
の
で
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
の
就
業
の
機
会

を
確
保
し
、
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

就
業
を
援
助
し
て
高
齢
者
の
能
力
の
積
極
的

な
活
用
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
公
益
性

の
あ
る
団
体
で
す
。
市
で
は
、
高
齢
者
が
豊

か
な
経
験
と
知
識
を
生
か
し
て
社
会
参
加
で

き
る
環
境
を
充
実
さ
せ
る
た
め
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
募
集
は
随
時
行
っ
て
お
り
、
市
内
に

お
住
ま
い
の
60
歳
以
上
で
健
康
で
働
く
意
欲

が
あ
る
人
が
対
象
で
す
。
詳
細
は
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

「
ゾ
ー
ン
30
」
と
は
、
生
活
道
路
に
お
け
る

歩
行
者
等
の
安
全
な
通
行
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
区
域
（
ゾ
ー
ン
）
を
定
め
て

時
速
30
キ
ロ
の
速
度
規
制
を
実
施
し
、
ゾ
ー

ン
内
に
お
け
る
自
動
車
な
ど
の
速
度
抑
制
、

ゾ
ー
ン
内
を
抜
け
道
と
し
て
通
行
す
る
行
為

の
抑
制
な
ど
を
図
る
生
活
道
路
対
策
で
す
。

　

観
世
音
寺
一
丁
目
地
区
が
福
岡
県
公
安
委

員
会
に
よ
り
「
ゾ
ー
ン
30
」
の
区
域
に
指
定
さ

れ
、
３
月
か
ら
供
用
開
始
し
ま
し
た
。
指
定

区
域
の
各
入
口
に
道
路
標
識
と
路
面
標
示
を

設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
移
転
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
（
☎
内
線
３
６
３
）

　
　
　
　
　
　

太
宰
府
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

☎
（
９
２
１
）
４
２
２
２

※
電
話
番
号
は
変
わ
り
ま
せ
ん

移
転
日　

５
月
７
日
㈪

新
住
所　

太
宰
府
市
大
字
大
佐
野

　
　
　
　

30
番
地
１

ゾーン30エリア

ゾーン30
エリア

大宰府政庁跡

太宰府市役所

太宰府

市民図書館御笠川
国道３号

太宰府市中央公民館
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市
は
“
百
年
後
も
「
古
都
太
宰
府
の
風
景
」

が
映
え
る
ま
ち
”
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
景
観
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
市
内
に
あ
る
太
宰
府
ら
し
い
素

敵
な
景
観
を
創
り
だ
し
て
い
る
住
宅
・
店
舗
・

看
板
・
緑
化
・
景
観
を
守
る
取
り
組
み
な
ど

を
募
集
し
ま
す
。
優
秀
作
品
は
市
民
の
皆
さ

ん
に
広
く
紹
介
し
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
を
表

彰
し
ま
す
。

　

自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の

ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　

詳
細
は
、
市
内
各
所
に
設
置
の
ポ
ス

タ
ー
・
チ
ラ
シ
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
歴
史
的
建
築
物
、
現
代
建
築
物
に
よ
る
住

宅
や
店
舗
や
外
構
緑
化
な
ど

・
ま
ち
な
み
景
観
に
調
和
し
た
広
告
看
板
な

ど
・
太
宰
府
ら
し
い
景
観
向
上
の
た
め
の
民
間

活
動
な
ど

・
本
市
内
に
所
在
す
る
も
の
（
市
内
で
活
動

す
る
団
体
）
で
、
所
有
者
（
活
動
の
場
合

は
活
動
主
体
）
が
明
確
な
も
の
を
対
象
と

し
ま
す
。

・
建
築
基
準
法
な
ど
、
関
係
法
規
に
適
合
し

て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

・
応
募
作
品
の
作
品
名
、
Ｐ
Ｒ
ポ
イ
ン
ト
、

写
真
、
所
在
地
（
行
政
区
）
は
市
民
人
気

投
票
、
結
果
発
表
の
際
に
使
用
し
ま
す
。

・
所
有
者
と
応
募
者
が
異
な
る
場
合
は
、
応

募
者
が
所
有
者
の
承
諾
を
必
ず
得
て
く
だ

さ
い
。

● 

応
募
期
間　

５
月
１
日
㈫
～
６
月
29
日
㈮

（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

● 

必
要
記
入
事
項

　

募
集
チ
ラ
シ
裏
面
の
専
用
応
募
様
式
を
使

用
す
る
か
、
メ
ー
ル
な
ど
に
下
記
の
内
容
を

明
記
の
う
え
、
１
年
以
内
に
撮
影
し
た
写
真

２
枚
程
度
を
添
付
し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

⑴ 

応
募
作
品
に
関
す
る
こ
と

①
作
品
名　

②
所
在
地
（
現
地
調
査
を
行
い

ま
す
の
で
詳
し
く
記
載
し
て
く
だ
さ
い
）
③

所
有
者
名
（
他
薦
の
場
合
所
有
者
の
同
意
必

須
）　

④
活
動
日
や
発
足
日
（
景
観
保
全
活

動
な
ど
の
場
合
）　

⑤
Ｐ
Ｒ
ポ
イ
ン
ト

⑵ 

応
募
者
に
関
す
る
こ
と

①
住
所　

②
氏
名　

③
連
絡
先
（
日
中
連
絡

可
能
な
電
話
番
号
）

● 

応
募
方
法

郵
送
、
メ
ー
ル
、
市
役
所
都
市
計
画
課
窓
口

へ
の
提
出
（
市
内
在
住
の
人
に
限
ら
ず
ど
な

た
で
も
応
募
可
能
で
す
）

宛
先　

〒
818-

0198　

太
宰
府
市
観
世
音
寺

　
　

一
丁
目
１
番
１
号

　
　

太
宰
府
市
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課

　
　

景
観
・
歴
史
の
ま
ち
推
進
係　

宛

 u
rban

-p
lan

n
in

g@
city.dazaifu

.lg.jp
 

　

応
募
者
全
員
に
、
参
加
賞
を
差
し
上
げ
ま

す
（
一
人
１
つ
ま
で
）
。

　

優
秀
作
品
の
所
有
者
・
設
計
者
・
応
募
者

な
ど
に
は
、
賞
状
と
記
念
品
な
ど
を
差
し
上

げ
ま
す
。

● 

選
考
・
表
彰
な
ど

　

応
募
期
間
終
了
後
、
す
べ
て
の
応
募
作
品

に
対
し
て
市
民
人
気
投
票
を
行
う
と
と
も

に
、
景
観
の
観
点
か
ら
専
門
家
に
よ
る
選
考

を
行
い
、
優
秀
作
品
を
決
定
し
ま
す
。

応
募
期
間
５
月
１
日
～
６
月
29
日

第
５
回
だ
ざ
い
ふ
景
観
賞　

作
品
募
集
！

 

問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

景
観
・
歴
史
の
ま
ち
推
進
係
（
☎
内
線
４
２
５
）

応
募
対
象
と
な
る
作
品
の
例

注
意
点

応
募
要
項

景
観
賞
「
小
山
家
住
宅
」

特
別
賞
「
隈
麿
公
奥
都

城
の
六
弁
の
梅
の
花
」

だざいふ景観大賞
「戒壇院」

市長賞
「大宰府政庁跡」

第
４
回
だ
ざ
い
ふ
景
観
賞

 

受
賞
物
件
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　市職員の給与は、民間と比較して決められる国家公務員の給与を参考にしながら、市議

会で審議し決定しています。

　本市では、市民の皆さんの多様なニーズにあったまちづくりを進めるため、行財政の運

営に強化が求められることから、職員数および給与の一層の適正化に努めています。

20％
5年前の構成比 構成比

15％

10％

5％

0％

20

歳
未
満

60

歳
以
上

20

〜
23

24

〜
27

28

〜
31

32

〜
35

36

〜
39

40

〜
43

44

〜
47

48

〜
51

52

〜
55

56

〜
59

期末手当・勤勉手当（平成27年度実績）

1人当たり平均支給額 期末手当 勤勉手当

1,546千円 2.6月分（1.45月分） 1.7月分（0.8月分）

※（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

ラスパイレス指数

100.4（対前年比ー 0.6）

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした
場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

職員の平均年齢、平均給料月額の状況

区分 平均年齢 平均給料月額

一般行政職 41.6 歳 312,700 円

技能労務職 50.3 歳 277,000 円

職員の初任給の状況

区分 給料月額

一般行政職
大卒 184,800 円

高卒 150,500 円

市職員の平均給料、手当支給、ラスパイレス指数の状況など

主な手当　（平成 27 年度決算）

区　分 内容（支給対象者など） 平均支給年額など

扶養手当 職員の扶養を受けている扶養親族のある者 219,090 円

地域手当 給料・扶養手当などの合計額の 6％ 236,606 円

住居手当 借家・持家居住者 138,518 円

通勤手当 交通機関及び交通用具を利用している者 91,410 円

時間外勤務手当 正規の勤務時間を超えて勤務した者 357,792 円

特殊勤務手当 危険などの特殊な勤務条件で勤務した者 923 円

退職手当 退職時に支給される一時金 最高限度：49.59 月分

区分 職員数

20歳未満 0人

20～23歳 14人

24～27歳 59人

28～31歳 42人

32～35歳 19人

36～39歳 17人

区分 職員数

40～43歳 15人

44～47歳 53人

48～51歳 36人

52～55歳 41人

56～59歳 44人

60歳以上 18人

計 358人

職員数の状況

特別職の報酬などの状況

給料などの状況

区　分 給料月額 期末手当支給割合

市長 919,000 円 6 月期：1.50 月分
12 月期：1.75 月分副市長 764,000 円

市職員の給与をお知らせします 平成29年地方公務員
給与実態調査の結果

問い合わせ　総務課　人事係（☎内線５０９）
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さぁ

協働を
進めよう

問い合わせ　地域コミュニティ課（☎内線543）

vol.107

「うめさろん」ってどんなところ？

　市には、市民活動やＮＰＯ・ボランティア活動の
支援を目的とした太宰府市ＮＰＯ・ボランティア支
援センター「うめさろん」があります。
　今回は、「うめさろん」がどんなことをしているのか、
一部をご紹介します。ＮＰＯ・ボランティア活動を
始めようと思っている人や活動中の皆さん、どな
たでもいつでもお気軽にお越しください。

校区自治協議会のイベント情報（５月）
実施校区・行事名 日　　時 場　　所

大佐野川清掃（西校区自治協議会） ５月12日㈯　午前9時～10時30分 大佐野川一帯

※内容については、実施される校区の自治会長または地域コミュニティ課にご確認ください。

校　　区　　名 日　　時 場　　所

太宰府東小校区 ５月  ９日㈬　午後６時～ いきいき情報センター

国分小校区 ５月12日㈯　午前10時～ 国分共同利用施設

水城小校区 ５月12日㈯　午後１時30分～ 観世音寺公民館

太宰府小校区 ５月12日㈯　午後6時30分～ いきいき情報センター

太宰府南小校区 ５月13日㈰　午後5時～ 太宰府南コミュニティセンター

太宰府市西校区 ５月19日㈯　午前10時～ 向佐野共同利用施設

平成30年度　校区自治協議会総会日程

太宰府市ＮＰＯ・ボランティア支援センター「うめさろん」　　
太宰府市五条三丁目１番１号　いきいき情報センター２階☎（918）3633　　FAX（918）3644　
開所時間（平日：午前10時～午後６時　土曜日：正午～午後６時）　　休業日（日・祝日、毎月最終水曜日）
ＨＰ　http://dazaifu-volusen.sakura.ne.jp/

ＮＰＯ・ボランティアに関する相談・支援

備品の貸し出し

講座の開催

団体一覧表の発行

「だんぼ通信」の発行

登録団体の活動支援

　「うめさろん」では、ボランティアをし
たい人や団体向けにさまざまな講座を開
催しています。ホームページに講座の情
報を随時更新しています。

　

「
何
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
た
い

け
ど
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら

な
い
」
と
い
っ
た
悩
み
や
団
体
に
関
す
る

悩
み
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
や
相
談
に

お
応
え
し
ま
す
。

　

毎
年
６
月
に
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
団
体
の
活
動
内
容
や
連
絡
先
を

ま
と
め
た
「
団
体
一
覧
表
」（
写
真
右
）
を
発

行
し
て
い
ま
す
。
太
宰
府
市
社
会
福
祉
協

議
会
と
協
力
し
な
が
ら
作
成
し
て
い
ま
す
。

　「うめさろん」に利用登録していただいた団体
には、さまざまな備品の貸し出しを行っています。
備品には、プロジェクターやスクリーン、パソコン、
Wi-fiなどがあり、缶バッジメーカーもあります。

　

２
カ
月
に
一
回
、
講
座
の
日
程
や
団

体
の
活
動
な
ど
を
紹
介
し
た
「
だ
ん
ぼ
通

信
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
公
民
館
な
ど

に
置
い
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
手
に
取
っ

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　印刷機やコピー機の利用（有料）もできま
す。また、チラシやポスターの掲示、ロッカー
やレターボックスの利用もできます。会
議スペースとして場所の提供もしています。
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手と手をつないで手と手をつないで手と手をつないで手と手をつないで

済州島訪問記済州島訪問記済州島訪問記
チェ　　　ジュ　　　ド

No.349
柳
や な

井
い

　美
よ し

枝
え

（公社）福岡県人権研究所　特命研究員

　

５
月
５
日
は
こ
ど
も
の
日
。
端
午
の
節
句

で
も
あ
り
、
日
本
で
は
男
の
子
の
成
長
を
願

う
祝
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
５
月
の

第
２
日
曜
日
は
母
の
日
で
す
ね
。
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
母
親
に
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
花

を
贈
る
こ
と
が
定
着
し
、
街
中
の
花
屋
さ
ん

は
大
忙
し
で
す
。
そ
し
て
、
６
月
の
第
３
日

曜
日
は
父
の
日
。

　

さ
て
、
お
隣
の
国
、
韓
国
で
も
５
月
５
日

は
こ
ど
も
の
日
。
韓
国
語
で
は
「
オ
リ
ニ
（
子

ど
も
）
ナ
ル
（
日
）
」
と
い
う
祝
日
で
す
。
韓
国

に
は
女
の
子
の
節
句
が
な
い
の
で
、
オ
リ
ニ

ナ
ル
は
、
男
女
の
区
別
な
く
、
す
べ
て
の
子

ど
も
の
健
康
と
幸
せ
を
願
う
日
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
日
、
遊
園
地
や
デ
パ
ー
ト
な
ど
は
、

子
ど
も
連
れ
の
家
族
で
大
賑
わ
い
で
す
。

　

３
日
後
の
５
月
８
日
は
「
オ
ボ
イ
ナ
ル
（
両

親
の
日
）
」
で
す
。
母
の
日
と
父
の
日
を
同
時

に
祝
う
韓
国
。
オ
ボ
イ
ナ
ル
と
は
オ
モ
ニ
（
母
）

の
「
オ
」
と
ア
ボ
ジ
（
父
）
の
ボ
を
あ
わ
せ
て
「
オ

ボ
」
、
「
ナ
ル
」
は
日
を
表
し
、
直
訳
す
れ
ば
「
母

父
の
日
」
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
も
そ
も
「
母
の
日
」
も
「
父
の
日
」
も
、

そ
の
起
源
は
ア
メ
リ
カ
に
あ
る
そ
う
で
す
。

１
９
０
７
年
５
月
の
第
２
日
曜
日
に
、
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
住
ん
で
い
た
ア
ン
ナ
・
ジ
ャ
ー

ビ
ス
が
、
亡
く
な
っ
た
母
を
偲
ん
で
白
い
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
教
会
で
配
っ
た
こ
と
が
「
母
の

日
」
の
始
ま
り
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
「
母

の
日
」
の
説
教
を
聞
い
た
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
ソ

ノ
ラ
・
ド
ッ
ド
は
「
父
の
日
」
の
制
定
を
牧
師

協
会
に
嘆
願
し
ま
す
。
１
９
０
９
年
６
月
の

第
３
日
曜
日
、
ソ
ノ
ラ
は
父
を
偲
ん
で
礼
拝

し
、
墓
前
に
白
い
バ
ラ
を
供
え
ま
し
た
。
ソ

ノ
ラ
の
想
い
が
実
り
、
翌
年
ワ
シ
ン
ト
ン
州

で
「
父
の
日
」
が
公
認
さ
れ
ま
す
が
、
ア
メ
リ

カ
政
府
が
「
父
の
日
」
を
制
定
し
た
の
は
、
「
母

の
日
」
制
定
か
ら
58
年
後
の
１
９
７
２
年
で
し

た
。

　

戦
後
、
日
本
で
も
「
母
の
日
」
が
定
着
し
て

い
き
ま
す
が
、
「
父
の
日
」
が
広
ま
っ
て
い
っ
た

の
は
、
１
９
８
０
年
代
の
中
ご
ろ
か
ら
で
す
。

　

実
は
、
韓
国
で
も
１
９
５
６
年
か
ら
「
母
の

日
（
オ
モ
ニ
ナ
ル
）
」
が
あ
り
ま
し
た
。
の
ち

に
「
父
の
日
も
必
要
だ
」
と
い
う
声
が
高
ま
り
、

１
９
７
３
年
に
政
府
は
「
オ
モ
ニ
ナ
ル
」
を
「
オ

ボ
イ
ナ
ル
（
両
親
の
日
）
」
に
改
称
し
ま
す
。
オ

ボ
イ
ナ
ル
が
近
づ
く
と
「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
あ
り
が
と
う
」「
サ
ラ
ン
ヘ
ヨ
（
愛
し
て
る
）
」

と
書
か
れ
た
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
花
か
ご
や
ブ
ー

ケ
、
鉢
植
え
が
街
中
に
あ
ふ
れ
ま
す
。
お
花

を
贈
る
だ
け
で
な
く
、
両
親
に
食
事
を
ご
ち

そ
う
し
た
り
、
現
金
や
旅
行
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
た
り
と
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
と
っ
て

は
幸
せ
な
一
日
で
す
。
父
の
日
の
盛
り
上
が

り
に
欠
け
る
日
本
の
お
父
さ
ん
に
は
、
ち
ょ
っ

ぴ
り
う
ら
や
ま
し
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

幼
い
こ
ろ
、
私
が
初
め
て
贈
っ
た
母
の
日

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
ス
ー
パ
ー
で
買
っ
た
亀
の

子
タ
ワ
シ
と
紙
で
つ
く
っ
た
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

で
し
た
。
「
小
さ
な
手
で
タ
ワ
シ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
く
れ
た
と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
よ
」
と

「
母
の
日
」
が
来
る
た
び
に
私
の
母
は
懐
か
し

そ
う
に
語
っ
て
い
ま
し
た
。
１
０
０
年
前
の

ア
ン
ナ
や
ソ
ノ
ラ
の
よ
う
に
、

私
に
と
っ
て
の
母
の
日
と
父

の
日
は
両
親
を
追
悼
す
る

大
切
な
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
と
は
異
な
り
、
性
別
に
関
わ
り
な
く

祝
さ
れ
る
韓
国
の
「
オ
リ
ニ
ナ
ル
」
と
「
オ
ボ

イ
ナ
ル
」
。
伝
統
や
文
化
に
違
い
は
あ
っ
て
も
、

家
族
を
想
う
気
持
ち
は
ど
こ
の
国
で
も
同
じ

で
す
。  　

                  

オ
リ
ニ
ナ
ル
（
こ
ど
も
の
日
）

と

オ
ボ
イ
ナ
ル
（
両
親
の
日
）
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●
自
主
防
災
組
織
と
は

　

「
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う

自
覚
と
連
帯
感
に
基
づ
き
、
自
主

的
に
結
成
さ
れ
、
地
震
、
暴
風
雨
、

土
砂
災
害
、
洪
水
な
ど
か
ら
被
害

を
防
ぎ
、
ま
た
、
軽
減
す
る
た
め

に
、
地
域
や
近
隣
者
が
協
力
し
て

活
動
を
行
う
組
織
で
す
。

●
組
織
率

　

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
、
日

本
の
自
主
防
災
組
織
率
は
81
・

７
％
（
出
典
：
消
防
庁
『
自
主
防

災
組
織
の
手
引
』
）
で
、
福
岡
県
は

全
国
11
位
の
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ

91
・
７
％
の
組
織
率
に
な
り
ま
し

た
。

　

県
の
組
織
数
は
５
千
３
１
４
団

体
あ
り
、
行
政
区
単
位
が
最
も
多

い
90
％
の
４
千
７
８
７
団
体
、
小

学
校
単
位
が
９
％
の
４
７
９
団

体
、
そ
の
ほ
か
が
約
１
％
の
48
団

防
災
専
門
官
　
野の

だ田
　
秀ひ

で
と
し敏

防
災
だ
よ
り

その35

自
主
防
災
組
織

の
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
避
難
訓

練
な
ど
の
防
災
活
動
が
、
災
害
発

生
時
の
対
処
に
生
か
さ
れ
役
立
っ

て
い
ま
す
。

●
熊
本
地
震
で
は

　

阿
蘇
郡
西
原
村
の
自
主
防
災
組

織
が
、
全
国
的
に
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
災
害
時
に
集
落
が
孤
立

す
る
こ
と
を
想
定
し
、
10
年
も
前

か
ら
毎
年
、
実
践
的
な
防
災
訓
練

を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
体
験
が
、

「
震
度
７
を
２
回
経
験
」
し
た
熊
本

地
震
で
十
分
に
生
か
さ
れ
た
こ
と

が
大
き
く
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
、
自
衛
隊
、
看
護

師
な
ど
の
職
業
や
特
技
を
記
し
た

名
簿
を
作
成
、
そ
の
人
た
ち
が
、

業
務
を
分
担
し
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

組
ん
で
共
助
の
精
神
で
、
激
甚
災

害
か
ら
の
危
機
を
乗
り
越
え
震
災

直
後
か
ら
数
週
間
に
わ
た
っ
て
自

主
的
に
避
難
所
の
運
営
に
携
わ
る

姿
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

●
ま
と
め

　

市
で
は
、
昭
和
48
年
の
大
雨
と

平
成
15
年
豪
雨
災
害
で
人
的
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
昨
年
の
熊
本
地
震
に

続
い
て
、
昨
年
７
月
の
九
州
北
部

豪
雨
な
ど
想
定
外
の
自
然
災
害
が

発
生
し
て
お
り
、
公
的
機
関
の
救

援
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
よ
る
自
主
防
災
活
動
が
、
災
害

時
の
被
害
の
軽
減
、
そ
の
後
の
復

旧
や
復
興
を
手
助
け
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
さ
ら
に
増
加
が
予
想
さ
れ

る
自
然
災
害
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
被
害
の
軽
減
は
で
き

ま
す
。

　

自
分
た
ち
で
対
処
で
き
る
自
主

防
災
の
組
織
化
と
安
全
で
住
み
よ

い
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

体
に
な
っ
て
い
ま
す
。　
　

　

一
方
、
市
で
は
各
行
政
区
単
位

で
の
自
主
防
災
組
織
の
設
置
を
推

進
し
て
お
り
、
現
在
、
44
の
行
政

区
中
、
31
の
行
政
区
が
設
立
、
約

71
％
の
組
織
率
（
最
も
早
い
設
立

は
平
成
15
年
４
月
）
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
設
立
に
向
け
て
準

備
中
の
行
政
区
も
あ
り
、
市
と
し

て
も
設
立
に
向
け
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

●
自
主
防
災
組
織
の
役
割

　

過
去
の
大
規
模
な
災
害
の
教
訓

を
踏
ま
え
る
と
、
行
政
（
公
助
）

に
よ
る
対
応
の
み
で
は
、
現
場
へ

の
急
行
や
被
災
者
の
救
助
、
消
火

活
動
な
ど
に
限
界
が
あ
る
の
が
現

実
で
す
。
そ
の
た
め
、
自
分
の
身

は
自
分
の
努
力
に
よ
っ
て
守
る
（
自

助
）
と
と
も
に
、
普
段
か
ら
顔
を

合
わ
せ
て
い
る
近
隣
の
人
々
や
地

域
で
協
力
し
合
い
な
が
ら
〝
イ
ザ
〟

と
い
う
時
、
災
害
対
応
を
組
織
的

に
取
り
組
む
（
共
助
）
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

そ
し
て
、
「
自
助
」「
共
助
」「
公

助
」
が
有
機
的
に
つ
な
が
る
こ
と

に
よ
り
、
被
害
の
軽
減
と
拡
大
を

防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

過
去
の
災
害
で
も
、
普
段
か
ら

　緊急時に J アラート（全国瞬時警報システム）の情
報がコミュニティ無線で正常に放送できるかを確認す
るため、全国一斉に実施される試験放送を本市におい
ても実施します。今年度は年４回実施する予定です。
市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

コミュニティ無線をとおしての J アラート試験放送を平成 30 年度４回実施します

※この試験放送は、中止または延期される
　場合があります。

問い合わせ　防災安全課（☎内線 519・549）

放送内容　 「これは、J アラートのテストです」を
３回くりかえし放送し、「こちらは太宰
府市です」を１回放送します

放送日時   ５月 16 日㈬　午前 11 時
　　　　   ８月 29 日㈬　午前 11 時
　　　　 11 月 21 日㈬　午前 11 時
　　　　   ２月 20 日㈬　午前 11 時
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け
、
特
に
腎
臓
な
ど
の
細
く
繊
細
な

血
管
は
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
脂
質
異
常
症
で

は
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
塊
と
な

り
、
血
管
を
詰
ま
ら
せ
た
り
、
血
管

壁
の
隙
間
に
た
ま
っ
た
り
し
て
い
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
自
覚
症
状
の

な
い
長
い
期
間
、
血
管
は
じ
わ
り
じ

わ
り
と
傷
つ
い
て
い
る
の
で
す
。
血

管
を
守
る
た
め
に
、
こ
の
自
覚
症
状

が
な
い
時
期
か
ら
、
一
日
も
早
く
食

生
活
や
運
動
習
慣
な
ど
の
生
活
習
慣

の
改
善
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●
血
管
の
状
態
を
知
ろ
う
！

　

ご
自
分
の
血
管
の
状
態
は
ご
存

じ
で
す
か
。
血
管
は
健
康
な
状
態
で

す
か
。

　

ご
自
分
の
血
管
の
状
態
を
知
る

方
法
と
し
て
、「
健
診
（
一
般
健
診
や

特
定
健
診
）
」
が
あ
り
ま
す
。
健
診
の

項
目
（
血
液
検
査
や
血
圧
、
体
重
や

腹
囲
、
尿
検
査
な
ど
）
か
ら
、
内
臓

脂
肪
・
糖
・
脂
質
・
血
圧
・
腎
機
能

な
ど
の
値
が
判
明
し
ま
す
の
で
、
血

管
の
状
態
や
血
管
が
受
け
て
い
る
負

担
、
今
後
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
予

想
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
自
身

の
血
管
の
状
態
を
知
り
、
必
要
で
あ

れ
ば
生
活
改
善
に
結
び
つ
け
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
早
め
か
ら
生
活
改
善
を

行
う
こ
と
で
、
そ
の

後
の
血
管
の
状
態
は

大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
元
気
づ
く
り
課

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
で

は
、
健
診
結
果
か
ら

読
み
取
れ
る
血
管
の

　

皆
さ
ん
、
健
診
を
受
診
さ
れ
て
い

ま
す
か
。
健
診
と
い
う
と
、
お
腹
周
り

や
体
重
か
ら
肥
満
に
該
当
す
る
か
の

検
査
と
思
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
あ

る
い
は
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の

診
断
や
治
療
に
結
び
つ
け
る
た
め
の

検
査
と
思
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
ど

ち
ら
も
間
違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

今
回
は
健
診
を
受
け
る
こ
と
で
血
管

の
状
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
一
面
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
血
管
を
守
ろ
う
！

　

血
管
は
と
て
も
長
い
時
間
を
か
け

て
傷
ん
で
い
き
ま
す
。
血
管
が
傷
ん

で
自
覚
症
状
（
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
、

腎
機
能
の
低
下
な
ど
）
が
現
れ
る
ま

で
、
20
～
30
年
ほ
ど
の
時
間
が
か

か
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
と
き
に
は
、
図
（
傷
ん
だ
血
管
の

断
面
図
）
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
多
く
、
血
管
は
傷
み
き
っ

て
い
る
た
め
、
元
に
戻
す
こ
と
は
難

し
く
な
り
ま
す
。
さ
て
、
血
管
は
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
で
長
い
時
間
を
か
け

て
傷
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
の
原
因
の

一
つ
が
内
臓
脂
肪
で
す
。
内
臓
脂
肪

か
ら
は
、「
血
糖
値
を
上
げ
や
す
く
す

る
」「
血
圧
を
上
げ
や
す
く
す
る
」「
血

栓
を
作
り
や
す
く
す
る
」
な
ど
の
物
質

が
出
て
お
り
、
糖
尿
病
・
高
血
圧
・

脂
質
異
常
症
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。
糖
尿
病
で
は
、
例
え
ば
余
っ
た

糖
が
血
管
の
壁
に
く
っ
つ
く
こ
と
で

血
管
を
傷
つ
け
て
い
き
ま
す
。
高
血

圧
は
、
高
い
圧
が
血
管
に
負
担
を
か

こ

んに
ちは 保

健

師

で

す

健
診
を
受
け
て
、
血
管
の

状
態
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

食生活改善推進会だより

にらの

トマトしょうゆがけ

にらはゆでて、水気を絞り3

センチの長さに切る。

トマトは5ミリぐらいの角切り

にする。

Ａを混ぜ合わせる。

①を器に盛り、Ａをかける。

①

②

③

④

作り方

0.2g

0.7g

エネルギー　　　　　　　　脂質

たんぱく質　　　　　　　　塩分

22kcal

1.4g

一人分の栄養価

健康な血管の断面図

傷んだ血管の断面図

状
態
や
血
管
を
守
る
た
め
に
必
要
な

生
活
習
慣
の
改
善
の
方
法
な
ど
に
つ

い
て
相
談
で
き
る
「
す
こ
や
か
相
談
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

  

申
し
込
み
先 　

☎
（
９
２
８
）
２
０
０
０

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

●
特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

５
月
中
旬
に
、
本
市
の
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
へ
特
定
健

診
の
受
診
券
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
広
報
だ
ざ
い
ふ
６
月
１
日

号
で
は
「
平
成
30
年
度
健
康
診
査
の

お
知
ら
せ
」
と
申
し
込
み
用
ハ
ガ
キ

を
配
布
し
ま
す
。
血
管
を
守
る
た
め

に
は
自
覚
症
状
が
現
れ
る
20
～
30
年

前
の
早
い
段
階
か
ら
、
先
を
見
据
え

て
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま

ず
は
健
診
を
受
け
、
血
管
の
状
態
を

知
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

元
気
づ
く
り
課　

保
健
師

材料（4人分）
にら　　　　　　　　　　200ｇ

　トマト　　　　　　　　140ｇ

　しょうが　　　　　　小さじ2

　（すりおろし）　　　　　　　　

　しょうゆ　　　　　　大さじ1

　酢　　　　　　　　　小さじ2

　こしょう　　　　　　　　少々

 

　　　 ………………………

　　　　　 …………………

　　　　　　 ……………

　　　　　    ……………

　　　 ……………………　　

　　　　　    …………………

Ａ
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おめでとう　さい1
平成 年 月生まれ29　  5

26日 11日 14日 10日松
ま つ ざ き

崎　蒼
あ お

大
と

ちゃん 松
ま つ

尾
お

　弦
げ ん

季
き

ちゃん 吉
よ し

田
だ

　浩
は る

基
き

ちゃん 藤
ふ じ か わ

川　真
ま い

衣ちゃん

元気づくり課子育て支援センター

☎（９１９）６００１

24日

10日 ９日

松
ま つ も と

本　陽
ひ ろ

蕗ちゃん

直
じ き ば ら

原　優
ゆ

月
づ き

ちゃん 松
ま つ も と

本 ひかりちゃん

に こ に こ 信通
 ママも時には

リフレッシュしましょう

　子育てはたくさんの喜びを与えてくれますが、

時にはいろいろなことでママたちも悩んだり、

眠れなかったり、イライラすることがあると

思います。ママが元気でないと、子どもは元

気になりません。だから、ママたちが何か気

持ちを切り替えて元気になる方法があるとい

いですね。

　今回はママがリフレッシュできる子育て支援

サービスについてお知らせします。

●保育園の一時預かり保育

　市では一時預かり保育を実施している保育

園が３カ所あります。仕事をしていない人で

も利用できます。

　おおざの保育園　☎（９１９）５１１０

　こくぶ保育園　☎（９２８）２０２０

　ゆたか保育園　☎（９２９）６５６５

　対象児童や内容が園によって変わりますので、

詳しくは各保育園に電話、またはホームページ

などでご確認ください。

●リフレッシュのための一時預かり保育

　NPO法人子育てサポートぽぴんずと市子育

て支援センターとの協働事業です。「ゆっくり

一人で買い物したい」「友だちとランチしたい」

など、理由は何でもかまいません。

　場所は、太宰府南コミュニティセンター・国

分ケ丘集会場・人権センター・大佐野公民館・

いきいき情報センターの５カ所です。

　対象年齢は３カ月～就学前です。場所によっ

て時間や申し込み期間が違いますので、詳し

くはぽぴんずにお問い合わせください。

ぽぴんず　 ０８０（１７０９）６０８４

●ファミリー・サポート・センターだざいふ

　地域の子育ての手助けをしてくれる人に、

子どもを預けられます。ファミリー・サポート・

センターは、利用する前に会員登録が必要です。

登録方法や利用方法はお問い合わせください。

ファミリー・サポート・センターだざいふ

☎（９１８）００３４

●NPO法人　子育てサポートぽぴんず

　育児支援を目的として立ち上げられ、子ど

もを預かってもらえます。利用方法、料金な

どの詳しいことはお問い合わせください。

ぽぴんず　 ０８０（１７０９）６０８４

　

　子どもと離れることに罪悪感を持つママも

いますが、子どもにとっていろいろな人にか

わいがってもらったり、友だちと遊んだりする

ことはいい経験になります。何よりも、ママ

がリフレッシュして子

育てに前向きになるこ

とができますので、上

手にいろんな事業を利

用しましょう。

応 

募 

方 

法

誕生日の３カ月前の１カ月間、電話または市ホーム
ページで受け付けしています。

（例）誕生日が平成29年8月の人は、5月に応募してください。

経営企画課広聴広報係
☎（921）2121（内線514）

 URL　ht tp: / /www.c i ty.daza i fu . lg . jp /admin/sosh ik i /

somu/204/379/575/10459.html
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～公文書館だより 　～49

太
宰
府
へ
の
五
卿
遷せ

ん

座ざ

　

中
央
の
政
変
に
よ
り
都
落
ち
し
て
長
州
藩

に
滞
在
し
て
い
た
五
卿
は
、
幕
府
に
よ
る
長

州
征
討
の
危
機
と
長
州
藩
内
の
内
部
抗
争
状

況
の
も
と
、
福
岡
勤き

ん
の
う
と
う

王
党
月つ

き

形が
た

洗せ
ん

蔵ぞ
う

ら
の
活

躍
も
あ
り
、
福
岡
藩
に
移
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
元げ

ん

治じ

２
（
１
８
６
５
）
年
正
月
14
日
に

長
州
を
出
発
し
、
筑
前
赤あ

か

間ま

宿
し
ゅ
く

に
約
１
カ
月

滞
在
の
の
ち
、
２
月
13
日
か
ら
２

年
10
カ
月
、
延え

ん

寿じ
ゅ

王お
う

院い
ん

（
太
宰
府

天
満
宮
別
当
大
鳥
居
家
、
現
西
高

辻
家
）
に
滞
在
し
ま
す
。

　

８
ツ
時
（
午
後
２
時
ご
ろ
）
に
太

宰
府
に
入
っ
た
五
卿
は
、
浮う

き

殿ど
の

前

で
輿こ

し

を
降
り
、
延
寿
王
院
前
院
主

大
鳥
居
信し

ん

全ぜ
ん

と
現
院
主
信し

ん

厳げ
ん

と
が

門
前
ま
で
出
迎
え
ま
す
。
信
全
・

信
厳
が
五
卿
に
ご
機
嫌
伺
い
を
行

い
、
つ
づ
い
て
一い

ち

山ざ
ん

惣そ
う

代だ
い

と
し
て

社
家
の
執し

ぎ
ょ
う
ぼ
う

行
坊
・
上

じ
ょ
う

座ざ

坊ぼ
う

が
ご
機

嫌
伺
い
を
し
ま
し
た
。
翌
日
に
は

五
卿
が
そ
ろ
っ
て
神
前
に
参
拝
し
た
後
、
社

内
を
案
内
さ
れ
、
宝
物
を
見
物
し
ま
す
。
こ

れ
ら
の
手
順
は
事
前
に
福
岡
藩
の
寺
社
奉
行

に
お
伺
い
を
し
て
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

際
、
ご
機
嫌
伺
い
と
と
も
に
五
卿
お
よ
び
そ

の
従
者
ら
に
「
梅
ヶ
枝
焼
」
を
進
呈
し
た
い
旨
、

延
寿
王
院
か
ら
申
し
出
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
五
卿
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
８

項
目
に
も
お
よ
ぶ
注
意
事
項
が
「
御
用
日
記
」

（
延
寿
王
院
の
公
的
記
録
）
に
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
火
の
用
心
を
心
掛
け

夜
回
り
を
厳
重
に
せ
よ
、
社
辺
は
茶ち

ゃ

屋や

年ね
ん

番ば
ん

が
、
町
々
は
町
役
組く

み

頭
が
し
ら

が
日
々
見
廻
り
、
気

を
付
け
て
掃
除
す
る
よ
う
に
な
ど
、
ま
ち
の

管
理
一
般
に
関
わ
る
事
項
の
ほ
か
、
五
卿
の

遊
覧
に
出
会
え
ば
そ
れ
が
お
忍
び

で
あ
っ
て
も
下
座
せ
よ
、
府
中
の

子
ど
も
は
社
辺
で
遊
ば
な
い
よ
う

に
、
宿
舎
と
な
る
院
内
に
は
不
意

に
入
ら
な
い
よ
う
に
、
裏
山
に
は

子
ど
も
で
あ
っ
て
も
上
ら
な
い
よ

う
に
な
ど
、
五
卿
に
不
敬
が
な
い

よ
う
、
子
ど
も
の
行
動
に
至
る
ま

で
規
制
す
る
細
や
か
な
取
り
決
め

が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
他
藩
の
お
尋
ね
者

や
間か

ん

者じ
ゃ

（
ス
パ
イ
）
な
ど
が
太
宰
府

に
入
り
込
む
だ
ろ
う
か
ら
、
た
と

え
一
泊
で
あ
っ
て
も
そ
の
姓
名
を
聞
き
糺た

だ

し

て
身
元
を
申
し
出
る
よ
う
、
延
寿
王
院
か
ら

社
中
へ
達た

っ

し
を
出
し
た
記
事
が
「
御
用
日
記
」

に
残
っ
て
い
ま
す
。
五
卿
の
受
け
入
れ
に
当

た
っ
て
は
、
地
元
に
も
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
苦

労
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

 

太
宰
府
市
公
文
書
館　

朱
雀　

信
城

明
治
維
新
１
５
０
年
特
集

みんなの
としょかん

市民図書館

http://www.library.dazaifu.fukuoka.jp/

（９２１）４８９６FAX

TEL （９２１）４６４６

○のついた日は休館日
金・土曜日（祝日を除く）は午後７時まで開館しています。

（ ）
平成30年3月

貸出開始資料から

●小説　雲上雲下（朝井まかて／著）　祝葬（久坂部羊／著）　赤猫（柴田哲孝／著）
　ディレイ・エフェクト（宮内悠介／著）　謎々将棋・囲碁（新井素子ほか／著）
　小説禁止令に賛同する（いとうせいこう／著）　路上のＸ（桐野夏生／著）
　光点（山岡ミヤ／著）　花ひいらぎの街角（吉永南央／著）
　刑事の怒り（薬丸岳／著）　ヒトごろし（京極夏彦／著）

●その他の本　人生１００年の習慣（ＮＨＫスペシャル取材班／著）
　鯉のぼり図鑑（林直輝／文）
　羽生結弦が生まれるまで（宇都宮直子／著）
　英国王立園芸協会とたのしむ植物のふしぎ（ガイ・バーター／著）
　子どもの人権をまもるために（木村草太／編）
　美しき小さな雑草の花図鑑（大作晃一／写真） 
　お隣りのイスラーム（森まゆみ／著）　　

●随筆・詩などの文学　坂を見あげて（堀江敏幸／著）
　特急二十世紀の夜と、いくつかの小さなブレークスルー（カズオ・イシグロ／著）
　聴くと聞こえる（谷川俊太郎／著）　にっぽんの履歴書（門井慶喜／著）
　俳句、やめられません（岸本葉子／著）　文豪の朗読（朝日新聞社／編）　

としょかんカレンダー

平成
30年

５

日

6

13

20

27

月

7

14

21

28

火

1

8

15

22

29

木

3

10

17

24

31

金

4

11

18

25

土

5

12

19

26

水

2

9

16

23

30
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国際交流・韓国

　皆さん、こんにちは。ゴールデンウィークはどのようにお過ごしでしょうか。

　今回は姉妹都市である韓国の扶
プ

餘
ヨ

郡
グ ン

にあり、世界遺産として登録されて

いる「扶蘇山城」についてご紹介したいと思います。

　姉妹都市である扶餘は、百
く

済
だ ら

の最後の都であったところで、当時は泗
サ

沘
ビ

といわれていました。扶蘇山城は、王宮の背後にある扶蘇山の稜線と谷を

横切るように築かれたもので、王宮との関係は、まさに、大宰府政庁と四

王寺山（大野城跡）のような配置になっています。普段は後苑(宮殿の庭園)

として利用されましたが、非常時には防御施設として用いられました。

　扶蘇山城の城壁は、土を固めて築き上げる「版
は ん ち く

築技法」でつくられました。

この技法は、太宰府の水城が築かれるときにも用いられました。これを見ると、

扶餘と太宰府の歴史的なつながりを感じますよね。

　扶蘇山からは、その河口あたりで白
は く そ ん こ う

村江の

戦いがあったといわれている白
ペ ン  マ  ガ ン

馬江を見下ろす

ことができ、山を下って白馬江の遊覧船に乗る

と、扶蘇山の全景を見渡しながら風景を楽し

むこともできます。そのほかに、扶蘇山には、

落
ナ ッ

花
カ

岩
ア ム

や皐
コ

蘭
ラ ン

寺
サ

などの名勝があります。

　扶餘までは、仁
イ ン

川
チョン

空港から直行のリムジン

バスが毎日３便運航（所要時間３時間10分）さ

れるようになり、大変便利になりました。扶

餘の街並みも太宰府とよく似ており懐かしさ

を感じることができますので、一度訪れてみ

てはいかがでしょうか。

※白村江の戦い：西暦６６３年に唐・新羅連合軍と百済・倭連合軍が
百済国の復興をめぐって戦い、百済・倭連合軍が大敗した戦い。

国際交流員　金
キ ム

雅
ア

英
ヨ ン

王宮の美しい庭園、扶
プ

蘇
ソ

山
サン

城
ソン

人権標語

だれとでも

えがおでいられる

毎日を

太宰府西小学校４年　香
か

月
つき

　美
み

輪
わ

さん

サンシュ、アイリス花材

小
こ

嶺
みね

　裕
ひろ

子
こ

（五条西区）  池坊

つ

れ

づ

れ

太
宰
府
句
会

太
宰
府
短
歌
会

宝
満
句
会

飛
梅
句
会

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

林　

加
寸
美
選

林　

加
寸
美
選

佐
々
木　

甘
露
子
選

小
池　

一
恵
選

持
永　

真
理
子
選

少
し
づ
つ
日
の
移
り
ゆ
く
春
障
子

 

高
雄
台　

川
路　

泰
子

福
島
に
野
に
遊
ぶ
日
の
い
つ
戻
る

 

大
佐
野　

鈴
木　

和
子

い
っ
せ
い
に
駆
け
出
す
園
児
野
に
遊
ぶ

 

長
浦
台　

徳
賀　

美
智
子

草
の
香
の
野
遊
の
子
の
帰
り
け
り

 

馬
場　

野
上　

コ
ト
子

文
机
に
頬
杖
く
ず
れ
春
障
子

 

観
世
音
寺　

野
田　

杉
子

愉
し
さ
に
酔
ひ
し
れ
し
ご
と
ふ
ら
つ
き
て

逢
ふ
魔
が
刻
の
庭
に
ま
ろ
び
つ

東
観
世　

大
久
保　

富
士
子

高
鳴
り
て
充
電
誘
ふ
補
聴
器
に

老
い
さ
ぶ
ま
ま
の
日
常
思
ふ

湯
の
谷
西　

正
木　

ミ
ツ
ヱ

呑
み
つ
づ
け
六ろ

く

じ

ふ

き

う

十
九
歳
に
な
り
し
今

や
う
や
く
酒
を
う
ま
し
と
思
ふ

三
条
台　

木
下　

利
孝

古
紙
回
収
さ
れ
し
を
双
手
に

い
た
だ
き
ぬ
「
昭
和
天
皇
八
十
年
史
」

湯
の
谷　

山
﨑　

八
重
子

吠
え
ぬ
よ
う
に
躾
け
し
犬
の
ウ
フ
ウ
フ
と

夢
見
て
吠
え
る
背
を
撫
で
て
や
る

五
条　

山
田　

乃
ぞ
み

山
も
田
も
崩
れ
し
修
羅
の
水
温
む

 

筑
紫
野
市　

津
和
崎　

幸
枝

春
の
星
一
つ
一
つ
が
物
を
言
ふ

 

福
岡
市　

北
川　

朴
洋
子

指
切
り
の
約
束
の
日
や
水
温
む

 

青
葉
台　

彦
坂　

正
孚

深
夜
船
次
の
島
へ
と
春
の
灘

 

福
岡
市　

宮
津　

英
里
子

春
薄
暮
生
き
る
だ
け
な
ら
容
易
く
て

 

筑
紫
野
市　

貞
金　

志
帆

踏
青
の
夢
を
広
げ
て
ゐ
る
大
河

 
星
ケ
丘　

柴
田　

慧
美
子

五
感
な
ほ
健
や
か
に
し
て
青
き
踏
む

 
青
葉
台　

武
富　

マ
サ
ノ

小
流
れ
や
花
見
に
倦
み
し
児
の
遊
び 

 
国
分　
　

松
尾　

満
子

踏
青
や
新
し
き
靴
躍
ら
せ
て

 
水
城　
　

福
永　

惠
美

の
ど
け
し
や
後
ろ
姿
も
似
る
夫
婦

 
吉
松　
　

則
松　

長
子

都
府
楼
の
遺
構
に
光
る
春
の
水

 

石
坂　

門
谷　

と
も

山
門
に
名
残
惜
め
ば
百
千
鳥

 

筑
紫
野
市　

羽
野　

喜
久
代

礎
石
野
に
音
も
ふ
く
ら
む
春
の
水

 

青
葉
台　

平
野　

香

万
物
に
力
を
与
へ
春
の
水

 
大
野
城
市　

稲
岡　

と
み
子

独
り
居
に
朝
一
の
客
百
千
鳥

 
高
雄
台　

荒
島　

由
美
子

点
と
線
結
ぶ
と
明
日
が
見
え
て
き
た

星
ヶ
丘　

武
末　

次
生

薄
い
髪
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
確
か
と
継
ぐ

松
川　

山
根　

清

懐
と
レ
ジ
の
数
字
が
睨
め
っ
こ

都
府
楼　

杉　

良
子

う
す
味
に
な
る
と
声
ま
で
や
わ
ら
か
い

筑
紫
野
市　

東　

昭
秀

大
滝
の
し
ぶ
き
を
く
ぐ
る
岩
つ
ば
め

国
分　

八
尋　

道
信

季
節
の
生
け
花

季
節
の
生
け
花

季
節
の
生
け
花

太
宰
府
市
華
道
連
盟

上空から見た扶餘の街並み

扶蘇山城の土塁
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イベント情報

太宰府天満宮

参道

九州国立博物館

光明禅寺

鉄

駅
府
宰
太
鉄
西

P

P

P

P P

太宰府館地図

当館には駐車場がありません。コミュニティバス「まほろば号」をご利用ください。

休 館 日　毎週水曜日（ただし、祝日の場合翌木曜休館日）
開館時間　午前10時～午後６時
　　　　　　　（ただし、まほろばホールは午後10時まで事前予約で利用できます）

地域活性化複合施設

「太宰府館」（西鉄太宰府駅から徒歩2分）

〒818-0117　太宰府市宰府三丁目2番3号
☎（918）8700　　FAX（918）8701 

dazaifu-kan@city.dazaifu.lg.jp

３階まほろばホール

２階工房①

体験プログラム　〜事前申込は必要ありません〜

体験プログラム　〜事前申込は必要ありません〜

仲間募集（自主サークル）
～各教室の内容などは、直接問い合わせ先にご連絡ください～

★万葉集講座　5月12日㈯　

開場：午後1時30分　開演：午後2時

佐
さ の

野 宏
ひろし

先生講座（京都大学大学院准教授）。巻11・12を
中心に学習します。
入場料:当日のみの参加2,000円（資料代込・事前申込要）

問い合わせ：松
まつ

尾
お

☎（922）7328

★第15回　利久芸能祭　5月19日㈯

開場：午前11時30分　　開演：正午
舞踊、三味線、詩吟にギターなど多彩な出し物が目白押
しです。
入場無料（事前申込不要）

問い合わせ：吉
よし

田
だ

壮
そういちろう

一郎☎(925)3131

★木うそ絵付け体験
5月13日㈰　午前11時〜午後3時の間
インストラクター：太宰府木うそ保存会
参加費：1,000円（材料費込・事前申込不要）
※次回6月10日㈰

★健康かんたんストレッチ
5月7・14・21・28日㈪　午後2時40分〜3時40分
体験料：1回1,000円(事前申込要)

問い合わせ：BM Walking 森
もりなが

永実
み か

花☎(577)4209

★フラワーアレンジメント
5月8・15・22・29日㈫　午前10時〜正午
体験料：3,300円(材料費込・事前申込要) 

問い合わせ：木
き

村
むら

秀
ひで

子
こ

090(5730)5545

★フローラルアート体験教室
5月10日㈭　午前10時30分〜午後4時30分
体験料：1回2,500円(材料費込・事前申込要)

問い合わせ：山
やまもと

本 080(3978)0159

★アロマヨガ
5月13日㈰　午前10時〜11時
※ヨガマット要持参（バスタオルでも可）
体験料：初回1,000円(事前申込要) 
問い合わせ：マンドゥカアンバサダーAki(藤

ふじ

田
た

)☎(555)4219

★アンダンテ（弦楽合奏団）
5月13・27日㈰　午後2時〜4時
会費：月額500円（事前申込不要）

問い合わせ：村
むらかみやす

上康子
こ

080 （3225）1042

★彩工房（手描き染め教室）
5月15日㈫　午前10時〜午後3時
体験料：無料(事前申込要)

問い合わせ：新
にい

原
はら

比
ひ

登
と

美
み

☎0798(63)0012

★まほろばマンドリン教室
5月20・27日㈰　午前10時〜正午
体験料：無料（事前申込要）　会費：月２回で2,000円

問い合わせ：杉
すぎやま

山 勝
まさる

090（7452）1057

★源氏物語を楽しもう　5月10日㈭ 　午後2時〜4時

体験料：1人1回無料（事前申込不要） 
問い合わせ：あがめいし☎（929）0040

★史跡解説『門前町散策』
5月6日㈰　午前10時集合時
インストラクター： (公財)古都大宰府保存協会史跡解説員
参加無料　※次回6月3日㈰

★初心者向け　アロマレッスン　5月26日㈯

①午前11時〜午後0時30分　
自分に合う香りを見つけるアロマレッスン＆香水or香油作り
②午後0時45分〜1時45分
アロマトリートメントオイル作り＆ハンドトリートメント
レッスン
アロマの香りで癒されませんか？癒しのアトリエアロマガー
デン。（申し込みは5月19日㈯までに）
体験料：①・②各2,000円 (材料費込・事前申込要)

問い合わせ：石
いしまる

丸 080(3180)6772

★癒しのインテリア　ハーバリウム作り
5月27日㈰　1回目　正午〜午後0時50分
　　　　　　 2回目　午後1時〜1時50分
　　　　　　 3回目　午後2時〜2時50分
オリジナルのハーバリウムを楽しく手作りしませんか？

（申し込みは5月19日㈯までに）
体験料：1本2,000円・2本3,800円 (材料費込・事前
申込要)
問い合わせ：石

いしまる

丸 080(3180)6772

★ハーバリウム体験
5月29日㈫　開始：正午　終了：午後4時
人気のハーバリウム自分で作ってみませんか？IPS協会認定。
体験料：1,000円もしくは2,000円（ビンの大きさ花材
による）(材料費込・事前申込要)
問い合わせ：COCORARE(ここらーれ)

080(6463)0457

第165号
2018.5.1
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問
い
合
わ
せ
は

市
役
所
へ

　

小
・
中
学
校
で
の
必
要
な
経
費

（
学
用
品
費
や
給
食
費
・
中
学
校

ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
）
を
支

払
う
こ
と
が
困
難
な
世
帯
を
対
象

に
、
そ
の
費
用
を
援
助
す
る
就
学

援
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
分
の
受
給
希
望
者
で
未

申
請
の
人
は
、
早
め
に
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
（
４
月
１
日
に
遡
及

し
て
認
定
で
き
る
人
は
、
５
月
11

日
㈮
ま
で
に
申
請
を
さ
れ
た
場
合

と
な
り
ま
す
）
。

対
象　

・
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
世
帯
（
証
書
を
持
参
く

だ
さ
い
）

・
市
民
税
非
課
税
の
世
帯

・
生
活
保
護
の
廃
止
通
知
を
受
け

た
が
、
な
お
生
活
に
困
っ
て
い

る
世
帯

・
経
済
的
理
由
な
ど
で
援
助
が
必

要
と
認
め
ら
れ
る
世
帯

※
太
宰
府
市
立
以
外
の
小
・
中
学

校
に
通
っ
て
い
る
市
内
在
住

者
も
支
給
対
象
で
す
。

※
認
印
、
振
込
希
望
口
座
が
わ
か

る
通
帳
な
ど
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課

　

義
務
教
育
係
（
☎
内
線
４
６
９
）

　

経
済
産
業
省
が
主
体
の
工
業
統

計
調
査
を
６
月
１
日
現
在
で
実
施

し
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
我
が
国
の
工
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
統
計
法
に
基
づ
く
報

告
義
務
が
あ
る
重
要
な
調
査
で

す
。
調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策

や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と

し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
票
へ
の
ご
回
答
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

経
営
企
画
課

　

企
画
政
策
係
（
☎
内
線
５
３
５
）

Ｑ
会
社
を
退
職
し
た
場
合
、
年
金

の
手
続
き
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

よ
い
で
す
か
。

Ａ
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
は
、
厚
生

年
金
保
険
や
共
済
組
合
な
ど
の
公

的
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人

を
除
き
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
手

続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

会
社
を
退
職
し
た
人
は
、
国
民

年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
自
営
業

者
、
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
無
職
者

な
ど
）
の
加
入
手
続
き
を
居
住
す

る
市
区
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓

口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
配
偶
者
が
第
３
号
被
保

険
者
（
厚
生
年
金
加
入
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）
で
あ
る
場

合
は
、
あ
わ
せ
て
第
１
号
被
保
険

者
へ
の
種
別
変
更
手
続
き
が
必
要

で
す
。

　

手
続
き
の
際
に
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
（
通
知
カ
ー
ド
）
も
し

く
は
年
金
手
帳
、
印
鑑
、
退
職
日
の

わ
か
る
書
類
（
離
職
票
ま
た
は
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
厚
生
年

金
資
格
喪
失
証
明
書
な
ど
）
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

国
保
年
金
課
国
保

年
金
係
（
☎
内
線
３
０
６
）

太宰府市役所 ☎（921）2121 FAX（921）1601
　 http://www.city.dazaifu.lg.jp/

http://twitter.com/DazaifuCity

なんでも

情報コーナー
INFORMATION

HP

URL
太宰府市ツイッター

太宰府市役所 ☎（921）2121 FAX（921）1601
　 http://www.city.dazaifu.lg.jp/

http://twitter.com/DazaifuCity

なんでも

情報コーナー
INFORMATION

HP

URL
太宰府市ツイッター

就
学
援
助
申
請
受
付

平
成
30
年
工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

お
知
ら
せ

市
役
所
以
外
の
お
知
ら
せ
は
32

ペ
ー
ジ

　この期間はごみ収集を休みますので、ごみの持ち
出しはできません。
　なお、この期間中に、もえないごみ（ビン・缶類）、
その他もえないごみ、粗大ごみの持出日となってい
る区域は、次のとおり翌週に振り替えます。

○ 5 月 3 日㈭→ 5 月 10 日㈭

○ 5 月 4 日㈮→ 5 月 11 日㈮

○ 5 月 6 日㈰→ 5 月 13 日㈰

※ごみ収集休みの期間中、粗大ごみ収集やせん定枝等分
別収集の電話予約はできません。

※ 5 月 3 日㈭のせん定枝等分別収集については、5 月
2 日㈬に収集します。収集予約の締め切りは 4 月 27
日㈮の午後 4 時までです。

問い合わせ　環境課ごみ減量推進係（☎内線 361）

　筑慈苑では、施設の点検などのため、火葬の休業
日を春季および秋季に各１日ずつ設けています。
今年の春季の休業日は、5 月 25 日㈮です。なお、
葬祭施設および霊安室については、通常どおり利用
することができます。

問い合わせ　筑慈苑受付窓口　☎（926）1892　　
　　　　　　環境課環境保全係　（☎内線308）

ごみ収集休みのお知らせ

５月３日㈭ から ５月６日㈰まで

筑慈苑（火葬場）の休業日について

国
民
年
金
Ｑ
＆
Ａ

談

相
　〇ちくし女性ホットライン　☎ (513)7335
　　月・水・木・金曜日　正午～午後 7 時／土曜日　午前 10 時～午後 5 時
　〇男性 DV 被害者のための相談ホットライン　☎ (571)1462
　　水・木曜日　午後 5 時～ 8 時／金曜日　正午～午後 4 時

◆ DV 相談
（全て祝日、年末年始を除く）
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問
い
合
わ
せ
は

市
役
所
へ

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
心

配
ご
と
、
悩
み
ご
と
を
抱
え
た
人

の
相
談
に
応
じ
、
内
容
に
応
じ
て

適
切
な
支
援
機
関
へ
の
「
つ
な
ぎ

役
」
と
な
り
ま
す
。
主
任
児
童
委
員

は
子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
こ

と
を
専
門
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

次
の
よ
う
な
こ
と
で
お
悩
み
の

人
、
不
安
を
お
持
ち
の
人
は
、
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
地
区
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
福
祉
の
制
度
や
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
い
が
、
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場
合

●
高
齢
者
で
障
が
い
が
あ
り
、
日

常
生
活
に
不
安
が
あ
る
場
合

●
妊
娠
や
子
育
て
に
関
し
て
お
悩

み
が
あ
る
場
合

　

他
に
も
、
ひ
と
り
親
家
庭
や
生

活
保
護
な
ど
の
ご
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
な
お
、
厚
生
労
働
大
臣
に

委
嘱
さ
れ
て
活
動
し
て
お
り
、
守

秘
義
務
が
あ
る
た
め
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課

　

福
祉
政
策
係
（
☎
内
線
３
６
３
）

　

本
市
で
は
、
次
の
よ
う
な
支
援

を
行
い
ま
す
。

〈
自
立
相
談
支
援
事
業
〉

○
あ
な
た
だ
け
の
支
援
プ
ラ
ン
を

作
り
ま
す

　

経
済
的
に
困
窮
し
、
生
活
に
困

り
ご
と
や
不
安
を
抱
え
て
い
る

場
合
は
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
支
援
員
が
相
談
を
受
け
て
、
ど

の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
を
相
談

者
と
一
緒
に
考
え
、
具
体
的
な
支

援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
寄
り
添
い

な
が
ら
自
立
に
向
け
た
支
援
を
行

い
ま
す
。

〈
住
居
確
保
給
付
金
〉

○
家
賃
相
当
額
を
支
給
し
ま
す

　

離
職
な
ど
か
ら
住
居
を
失
っ
た

人
、
ま
た
は
失
う
恐
れ
の
あ
る
人

に
は
、
就
職
に
向
け
た
活
動
を
す

る
な
ど
を
条
件
に
、
一
定
期
間
、
家

賃
相
当
額
を
支
給
し
ま
す
。
生
活

の
土
台
と
な
る
住
居
を
整
え
た
上

で
、
就
職
に
向
け
た
支
援
を
行
い

ま
す
。

※
65
歳
未
満
か
つ
離
職
後
２
年
以

内
の
人
で
一
定
の
資
産
収
入
な
ど

に
関
す
る
要
件
を
満
た
し
た
人
が

対
象
で
す
。

〈
家
計
相
談
支
援
事
業
〉

○
家
計
の
立
て
直
し
を
ア
ド
バ
イ

ス

　

家
計
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

て
い
る
、
滞
納
や
負
債
が
あ
る
な

ど
、
お
金
に
関
す
る
不
安
が
あ
る

人
の
相
談
を
相
談
支
援
員
が
受

け
、
相
談
者
が
自
ら
家
計
を
管
理

で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

相
談
受
付
日
は
毎
週　

月
曜
日
、
火
曜
日
、
木
曜
日
で
す
。

対
象
者　

経
済
的
に
困
窮
し
て
い

る
人

（
例
）

・
相
談
者
に
税
・
保
険
料
や
公
共

料
金
に
滞
納
が
あ
れ
ば
支
払

い
方
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

・
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
し
相
談

者
が
孤
立
し
な
い
よ
う
に
社

会
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
支
援
を
行
い
ま
す
。

〈
就
労
準
備
支
援
事
業
〉

　

「
社
会
と
の
関
わ
り
に
不
安
が

あ
る
」
、「
他
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
と
れ
な

い
」
な
ど
、
直
ち
に
就
労
が
困
難
な

人
に
一
般
の
就
労
に
向
け
た
基
礎

能
力
を
養
い
な
が
ら
就
労
に
向
け

た
支
援
や
就
労
機
会
の
提
供
を
行

い
ま
す
。

相
談
受
付
日
は
毎
週　

月
曜
日
、
水
曜
日
、
金
曜
日
で
す
。

対
象
者　

経
済
的
に
困
窮
し
て
い

る
人

※
相
談
の
際
は
事
前
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

生
活
支
援
課

　

生
活
支
援
係
（
☎
内
線
３
０
０
）

　

倒
産
・
解
雇
・
雇
止
め
な
ど

で
離
職
し
た
人
（
非
自
発
的
失
業

者
）
の
平
成
30
年
度
国
民
健
康
保

険
税
を
軽
減
し
ま
す
。

１
．
軽
減
の
内
容

　

非
自
発
的
失
業
者
の
前
年
給
与

所
得
を
百
分
の
30
と
し
て
国
民
健

康
保
険
税
を
算
定
し
ま
す
。

２
．
対
象
者

　

軽
減
対
象
の
非
自
発
的
失
業
者

は
次
の
い
ず
れ
の
条
件
も
満
た
す

人
で
す
。

・
平
成
29
年
３
月
31
日
以
降
に
離

職
し
た
人

・
離
職
時
年
齢
が
満
64
歳
以
下
の

人
・
雇
用
保
険
の
失
業
等
給
付
を
受

け
る
人
で
、
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
の
離
職
理
由
コ
ー
ド

が
次
に
該
当
す
る
人

　

（
11
、
12
、
21
、
22
、
23
、
31
、
32
、

33
、34
）

３
．
手
続
き
の
方
法

　

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
保
険

証
）
、
認
印
、
離
職
し
た
人
お
よ
び

世
帯
主
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
、
届
出
人
の

身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
・
パ

ス
ポ
ー
ト
な
ど
公
的
機
関
発
行
の

も
の
）
を
持
っ
て
国
保
年
金
課
ま

で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
所
得
の
種
類
・
金
額
に
よ
っ
て

は
、
軽
減
さ
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
高
額
療
養
費
等
の
自
己
負
担
限

度
額
も
非
自
発
的
失
業
者
の

前
年
給
与
所
得
を
百
分
の
30

と
し
て
判
定
し
ま
す
。

※
前
住
所
地
で
軽
減
申
告
さ
れ
た

人
も
本
市
で
再
度
手
続
き
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

国
保
年
金
課

　

国
保
年
金
係
（
☎
内
線
３
１
１
）

非
自
発
的
失
業
者
の
国
民
健

康
保
険
税
を
軽
減
し
ま
す

生
活
困
窮
者
へ
の
生
活
の

困
り
ご
と
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す

毎
年
５
月
12
日
は
「
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
日
」で
す
。

～
支
え
合
う　

住
み
よ
い
社
会

　

地
域
か
ら
～

談

相
◆家庭児童相談
毎週月～金曜日　午前 8 時 30 分～午後 5 時
子育て支援センター内家庭児童相談室
☎ (924)0084

◆年金相談
毎週月～金曜日　午前８時30分～午後４時30分
国保年金課国保年金係

（☎ 内線 306）
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問
い
合
わ
せ
は

市
役
所
へ

  

厚
生
労
働
省
で
は
、
慰
霊
巡
拝

団
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

巡
拝
地
域
と
時
期
、
募
集
人
員

（
予
定
）

⑴
旧
ソ
連　

①
イ
ル
ク
ー
ツ
ク

州
（
９
月
９
日
～
18
日
）
15
人
、

②
沿
海
地
方
（
９
月
９
日
～
18

日
）
15
人

⑵
中
国　

①
東
北
地
方
（
９
月
４

日
～
13
日
）
15
人

⑶
南
方　

①
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
（
９
月
19
日
～
26
日
）
20
人
、

②
北
ボ
ル
ネ
オ
（
９
月
26
日
～

10
月
２
日
）15
人
、
③
ビ
ス
マ
ー

ク
諸
島
（
10
月
24
日
～
31
日
）

10
人
、
④
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
11
月

13
日
～
20
日
）
15
人
、
⑤
パ
ラ

オ
諸
島
（
１
月
23
日
～
30
日
）

婚
し
た
人
を
除
く
）、
父
母
、
子
、

兄
弟
姉
妹
、
孫
、
甥
姪
、
参
加
す

る
遺
族
（
子
・
兄
弟
姉
妹
）
の
配

偶
者
〕

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
福
祉
政
策

係
（
☎
内
線
３
６
３
）
ま
た
は
、

福
岡
県
福
祉
労
働
部
保
護
・
援

護
課
☎
（
６
４
３
）３
３
０
１

　

プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰
府
の

市
民
ホ
ー
ル
で
公
演
・
講
演
な
ど

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
た
い
人
の
企
画

を
応
援
し
ま
す
。
応
募
の
中
か
ら

選
考
の
上
、
１
団
体
に
支
援
を
行

い
ま
す
。

　

お
も
し
ろ
い
企
画
が
あ
る
団
体

は
、
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

支
援
内
容　

①
教
育
委
員
会
と
の
共
催
事
業

②
会
場
施
設
・
付
帯
設
備
の
無
償

提
供

③
舞
台
操
作
員
代
（
上
限
延
べ
10

人
分
）

④
市
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
の
広
報

応
募
条
件　

①
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
が
代
表

を
務
め
る
団
体
で
あ
る
こ
と

（
個
人
で
の
応
募
は
不
可
）

②
平
成
31
年
３
月
ま
で
に
実
施
す

る
こ
と

③
内
容
が
文
化
芸
術
振
興
に
ふ
さ

わ
し
い
も
の

④
本
事
業
に
お
い
て
、
過
去
に
採

択
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

※
そ
の
他
に
も
条
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
市
内
公
共
施
設
に
置
い
て

い
る
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

申
込
締
切　

５
月
31
日
㈭

申
込
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
、
市
内
公
共
施
設
に
置
い

て
い
る
申
請
書
を
次
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
文
化
学
習
課

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

①
メ
ー
ル
（

b
u

n
k

a-g
@

city.

　

dazaifu.lg.jp

）

②
郵
送
（
〒
818-

0101
太
宰
府
市
観

世
音
寺
一
丁
目
３
番
１
号 

文

化
学
習
課
「
ホ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト

ア
シ
ス
ト
事
業
」
宛
て
）

③
窓
口
へ
持
参
（
太
宰
府
市
中
央

公
民
館
２
階
）

問
い
合
わ
せ　

文
化
学
習
課

　

☎
（
９
２
１
）２
１
０
１

市
民
ホ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
ア
シ

ス
ト
事
業  

～
貴
方
の
イ
ベ
ン
ト

を
募
集
し
ま
す
！
～

15
人
、
⑥
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
２
月

13
日
～
20
日
）
80
人
、
⑦
硫

黄
島
（
第
一
次
）
（
11
月
中
旬
） 

１
０
０
人
、
⑧
硫
黄
島
（
第
二

次
）（
２
月
中
旬
）
１
０
０
人

※
予
定
時
期
・
期
間
、
人
員
に
つ

い
て
は
、
今
後
変
更
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

参
加
資
格  

先
の
地
域
に
お
け
る

戦
没
者
の
遺
族
で
実
施
時
期

に
お
い
て
原
則
80
歳
以
下
で

あ
る
者
〔
対
象
者
：
配
偶
者
（
再

募
集

市
役
所
以
外
の
募
集
は
35
ペ
ー
ジ

平
成
30
年
度

慰
霊
巡
拝
の
実
施

平成30年度

太宰府市職員採用試験案内
【平成31年４月１日任用予定分】

試験区分 採用予定人数 受 験 資 格

一般事務Ａ
（事務職）

５人程度
平成６年 4 月 2 日から平成 11 年
4 月 1 日までに生まれた人

試験期日

　第一次試験　７月 ８日㈰　福岡女子短期大学
　　　　　　　　　　　　　（太宰府市五条四丁目
　　　　　　　　　　　　　  16番1号）
　第二次試験　８月19日㈰　太宰府市役所（予定）
　第三次試験　９月30日㈰　太宰府市役所（予定）

申込受付期間　５月14日㈪～ ６月４日㈪必着

試験案内配布場所　
　太宰府市役所３階総務課、いきいき情報センター（五条）

※試験案内および申込用紙は、5月10日㈭から配布し
ます。

※市のホームページからもダウンロードできます。
　 http://www.city.dazaifu.lg.jp

　採用試験の前に、太宰府市役所の仕事について説明会
を行います。お気軽にご参加ください。（先着100人まで）
日時　6月23日㈯　午前10時から（1時間30分程度）
場所　プラム・カルコア太宰府多目的ホール
　　　（太宰府市観世音寺一丁目3番1号）

問い合わせ　総務課人事係（☎内線508・509）

談

相
◆一般（心配ごと・悩みごと）相談
毎週水・金曜日（第５週を除く）
午前 10 時～午後３時　総合福祉センター
☎（923）3230

◆消費生活相談
毎週月～金曜日　午前９時 30 分～午後４時

（昼休みは除く）市役所２階　消費生活相談室
（☎ 内線 348）
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問
い
合
わ
せ
は

市
役
所
へ

　

こ
れ
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
読
み

聞
か
せ
の
活
動
を
始
め
た
い
人

や
、
基
本
を
学
び
た
い
人
の
た
め

の
講
座
で
す
。

　

ご
希
望
の
人
に
は
講
座
終
了

後
、
活
動
場
所
の
紹
介
も
し
ま

す
。

日
時　

５
月
17
日
・
31
日
・
６
月

７
日
の
木
曜
日 

午
前
10
時
～

正
午

場
所　

プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰

府
２
階
研
修
室
（
観
世
音
寺
）

講
座
・
教
室

市
役
所
以
外
の
講
座
・
教
室
は
36
ペ
ー
ジ

対
象
者　

読
み
聞
か
せ
未
経
験
者

お
よ
び
経
験
３
年
以
内
の
人

申
込
締
切　

５
月
13
日
㈰

定
員　

15
人

申
込
方
法　

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー

も
し
く
は
電
話
に
て

問
い
合
わ
せ　

文
化
学
習
課

　

文
化
学
習
係
（
市
民
図
書
館
）

☎
（
９
２
１
）４
６
４
６

　

博
多
お
き
あ
げ
は
福
岡
の
懐
か

し
い
伝
統
文
化
で
す
。
美
し
い
お

き
あ
げ
細
工
を
、
思
い
を
込
め
て

一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？　

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

初
級
講
座

『第41回「歯を守る集い」

　～食と健口づくり
　　　フェスタ 2018 ～』

  期日　６月 10 日㈰

　　　  午前９時～午後１時

（受付は正午まで）

  場所　プラム・カルコア太宰府

（観世音寺）

※詳しい内容は「広報だざいふ」6 月

1 日号でご案内します。

  問い合わせ

　筑紫歯科医師会

　　　　　　☎（５７２）８２１１

　元気づくり課（保健センター）

　　　　　　☎（９２８）２０００

　福岡県では、先の大戦における戦没者等の人々に追悼の誠
を捧げるとともに、平和を祈念するために開催する下記の戦
没者追悼式への参列者を募集します。
　また、先の大戦の記憶を風化させることなく次の世代へ継
承していくためにも、若い世代（18 歳未満）の人々の参列も
募集します。

名　　称 福岡県戦没者追悼式 全国戦没者追悼式

主　　催 福　岡　県 政府（厚生労働省）

期　　日 ８月15日㈬
８月14日㈫～15日㈬

（２日間）

会　　場
県立福岡武道館

【福岡市中央区】
日本武道館
【東京都】

募集人員 900人 107人

参加資格

先の大戦における福岡県出身
の戦没者および一般戦災死没
者の遺族で本県に居住してい
る人（三親等以内の親族を優
先）

①先の大戦における戦没者、一般
戦災死没者および原爆死没者
の遺族で本県に居住している
人（三親等以内の親族を優先）

②過去に参加したことのない人
③2日間の行程に十分耐えられる体

力を有し、団体行動がとれる人

参加費用
等

無料
（会場までの交通費は自己負担）
＊参列遺族全員の献花を予定

旅費の一部補助あり
差額は本人負担

市への
申込期限

６月７日㈭ ６月１日㈮

問い合わせ
福祉課（☎内線363）
または
福岡県保護・援護課
☎（643）3301

○戦没者および一般戦災死没
者遺族

　福祉課（☎内線363）
　または福岡県保護・援護課
　☎（643）3301
○原爆死没者遺族
　福岡県原爆被害者相談所
　☎（631）1508

平成 30年度　戦没者追悼式 のお知らせ

日
時　

７
月
11
日
㈬
午
前
10
時
～

正
午

場
所　

プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰

府
３
階
実
習
室
（
観
世
音
寺
）

内
容　

季
節
や
時
期
に
あ
っ
た

テ
ー
マ
の
作
品
な
ど
を
、
講
師

と
一
緒
に
作
り
ま
す
。
今
回

は
、「
一
休
さ
ん
」
を
作
り
ま

す
。

講
師　

伝
統
工
芸　

博
多
お
き
あ

げ
職
人　

清し

水み
ず

清き
よ

子こ

先
生

定
員　

10
人

※
人
数
が
一
定
数
に
達
し
な
い
場

合
は
開
講
中
止
も
あ
り
ま
す
。

参
加
費　

５
０
０
円
（
そ
の
他
材

料
費
な
ど
の
実
費
分
２
千
円

程
度
の
負
担
あ
り
）

対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の
人
を

優
先
し
ま
す
。

そ
の
他　

次
回
は
９
月
開
講
予
定

で
す
。
募
集
は
７
月
号
の
広
報

だ
ざ
い
ふ
に
て
行
い
ま
す
。

申
込
締
切　

５
月
11
日
㈮
必
着

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

結
果
通
知　

５
月
16
日
㈬
頃
発
送

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

往
復
ハ

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記

入
し
、
〒
818-

0101
太
宰
府
市
観

世
音
寺
一
丁
目
３
―
１
太
宰

府
市
中
央
公
民
館　

「
博
多
お

き
あ
げ
づ
く
り
講
座 

〝
一
休
さ

ん
〟
受
講
希
望
係
」
宛
て

☎
（
９
２
１
）２
１
０
１

博
多
お
き
あ
げ
づ
く
り
講
座

第
２
回「
一
休
さ
ん
」

受
講
生
募
集

納期限を守って納付しましょう！！なお、納付書には使用有効期限がありますのでご注意ください。

問い合わせ　納税課（☎内線 334、335）
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問
い
合
わ
せ
は
各
問
い
合
わ
せ
先
へ

相談

〈有料広告〉

名　　称 日　時 場　所 相談員 内　容 料金・予約 問い合わせ

行政相談所
6/1㈮
10：00～15：00

総合福祉センター 行政相談委員
行政に対する意見、苦情、
要望などを聴き、行政の
改善に役立てます。

無料、不要
総務省九州管区
行政評価局
☎（431）7081

司法書士による

無料法律相談

5/12㈯
10：00～13：00

いきいき情報センター
208号室

司法書士

遺言・相続、不動産・法人
登記、多重債務、悪徳商法、
成年後見、裁判手続きなど

（相談時間は30分間）

無料、要予約
（平日10：00
　～ 16：00）

福岡県司法書士会
福岡南総合相談センター
☎（918）5264

弁護士による

無料法律相談

5/17㈭
13：00～16：00

福岡法務局筑紫支局
1階会議室

弁護士
経済的弱者のための法律
相談（資産基準あり）

無料、要予約
（随時、電話受付）
先着６人

法テラス福岡
☎ 050（3383）5502

筑紫地区

定例人権

（悩みごと）

相談

5/1㈫ 春日市役所

各市の
人権擁護
委員

差別、いじめ、暴力、虐
待、名誉毀損、家庭内及
び近隣のもめごと、セク
ハラ、ストーカー等の人
権問題や悩みごとの相談
に応じます。
ひとりで悩まずに人権擁
護委員に相談してみませ
んか。

無料、不要

春日市人権市民相談課
☎（584）1201

5/9㈬ 二日市東コミュニティセンター 筑紫野市人権政策課
☎（923）1111

5/10㈭
※10:00～12：30 大野城市総合福祉センター 大野城市人権男女共同参画課

☎（580）1840

5/10㈭ 那珂川町 中央公民館 那珂川町人権政策課
☎（953）2211

5/11㈮ 太宰府市役所 太宰府市人権政策課
☎（921）2121

時間は10：00～
15：00※大野城市
のみ時間変更あり

※日時・場所は変更になる場合が
ありますので、事前に各市町に
問い合わせください。

福岡法務局筑紫支局
☎（922）2881

行政書士による

無料相談会

5/25㈮
14：00～16：00

太宰府市商工会館2階会議室 行政書士
遺言・相続、成年後見、
悪質商法対策、公正証書、
創業手続、営業許可など

無料、不要 太宰府市商工会
☎（922）4345

成年後見制度に
関する相談窓口
「あんしん相談」

5/17㈭
13：00～16：00

総合福祉センター 弁護士 成年後見制度等に関する
相談（相談時間は1時間）

無料、要予約、
電話相談可

太宰府市
社会福祉協議会
☎ (923)3230

子どもの

養育費等

に関する

無料相談

5/2㈬、6/6㈬
13：00～15：00

5/9㈬、5/23㈬
18：30～20：30

ひとり親サポートセンター
（春日市原町三丁目1-7クロー
バープラザ東棟6階）
養育費電話相談実施中

（平日 9：00 ～ 17：00、
毎週土曜日と第1・第3日曜日
9：00 ～ 16：00）
☎（584）3931

弁護士
ひとり親家庭の養育費や
生活上の問題（相談時間
は30分間）

無料、相談日
の前日まで

（先着順）

福岡県母子寡婦福祉
連合会
☎ (584)3922

http://fukuoka-
kenboren.jp/

ひとり親家庭の

就業支援相談

月～金曜日
（年末年始、祝日
を除く）
9：00～17：00
毎週土曜日と
第1・第3日曜日
9：00～16：00

ひとり親サポートセンター
（春日市原町三丁目1-7クロー
バープラザ6階）

ハローワーク
との連携

ひとり親家庭の母、父ま
たはかつて母子家庭だっ
た母を対象とした就業支
援

無料、不要
（電 話、 面 接
どちらでも）

ひとり親サポート
センター
☎ (584)3931

暮らしの悩み

無料相談会

5/13㈰
14：00～16：00

いきいき情報センター 210号室 行政書士
遺言書の作り方、相続手続
きの方法と成年後見制度な
ど高齢者のいろいろな悩み

無料、不要
ちくしふれあいライ
フサポート古杉昻一
☎ (928)0408

くらし・事業

なんでも相談会

6/2㈯
10：00～16：00

（受付15：30まで）

「福岡市健康づくりセンター
あいれふ」10階講堂

（福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 二 丁 目
5-1）

公認会計士、税理士、
司法書士、土地家屋
調査士、不動産鑑定
士、行政書士、社会
保険労務士、弁理士、
中小企業診断士、弁
護士

くらし・事業に関する
ことの相談会

無 料、 不 要、
先着順

（1人30分）

福岡専門職団体連絡協
議会事務局（九州北部税
理士会）☎ (473)8761
開催日専用 
090(9483)5407

インターネット

消費者トラブル

110 番

5/27㈰
10：00～16：00

電話相談　☎(724)9505
開催日当日以外でも電話によ
る個別回答を行っています。

（ https://internet-
syouhisyatrouble.jimdo.com/)

司法書士

ネットサーフィンや無料アプ
リで動画を再生していたら高
額の費用を請求されたり、ネッ
ト シ ョ ッ ピ ン グ で 代 金 を 支
払ったが商品が届かないなど

無料、不要
福岡県青年司法書士
協議会☎ (724)9505

市税・料金などのコンビニ納付実施中！
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問
い
合
わ
せ
は
各
問
い
合
わ
せ
先
へ

　

４
月
１
日
現
在
の
自
動
車

所
有
者
に
、
平
成
30
年
度
自

動
車
税
の
納
税
通
知
書
を
５

月
１
日
に
発
送
し
ま
す
。

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
、

５
月
31
日
㈭
で
す
。
期
限
内

の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

自
動
車
税
は
、
お
近
く
の

金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、
県
税
事
務
所
窓

口
で
納
付
で
き
ま
す
。
ま
た
、

パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
の
専
用

サ
イ
ト
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
よ
る
納
付
も
可
能
で
す
。

問

福
岡
県
筑
紫
県
税
事
務
所

自
動
車
税
係
☎
（
５
１
３
）

５
５
７
６

　

５
月
10
日
～
16
日
は
愛
鳥

週
間
で
す
。
愛
鳥
週
間
は
野

鳥
や
野
鳥
の
す
む
環
境
を
守

る
大
切
さ
を
知
り
、
広
め
て

い
く
一
週
間
で
す
。

　

県
で
は
公
園
や
水
辺
で
、
皆

さ
ん
に
も
参
加
い
た
だ
け
る

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
日
本

野
鳥
の
会
と
共
催
で
開
催
し

看
護
の
日
の
つ
ど
い

自
動
車
税
（
県
税
）
の

納
期
内
納
付
の
お
願
い

愛
鳥
週
間

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

お
知
ら
せ

市
役
所
の
お
知
ら
せ
は
27
ペ
ー
ジ

ま
す
。

　

自
然
の
中
で
自
由
に
暮
ら

す
野
鳥
を
観
察
し
、
野
鳥
た

ち
の
さ
え
ず
り
に
耳
を
傾
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
大
濠
公
園
期

５
月
12
日
㈯

午
前
９
時
～
正
午
集
合
場
所

ボ
ー
ト
乗
り
場
前

▼
和
白
海
岸
期

５
月
13
日
㈰

午
前
９
時
～
正
午
集
合
場
所

和
白
駅
前
の
和
白
公
園

共
通

定

な
し
料

１
０
０
円
申

不
要

問

福
岡
県
筑
紫
保
健
福
祉

環
境
事
務
所
☎
（
５
１
３
）

５
６
１
１
、
福
岡
県
自
然
環

境
課
☎
（
６
４
３
）
３
３
６
７

　

皆
さ
ん
は
「
看
護
の
日
」
を

ご
存
じ
で
す
か
。
看
護
の
日

は
、
近
代
看
護
の
基
礎
を
築

い
た
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
の
誕
生
日
に
ち
な
み
、

５
月
12
日
に
制
定
さ
れ
、
毎

年
５
月
12
日
を
含
む
週
の
日

曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
を
「
看

護
週
間
」
と
し
て
、
全
国
各
地

で
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
本
年
は
５
月

６
日
㈰
～
12
日
㈯
が
看
護
週

間
で
す
。

　

県
で
は
、「
看
護
の
心
を
み

ん
な
の
心
に
」
を
テ
ー
マ
に
、

看
護
の
心
、
ケ
ア
の
心
を
一
人

ひ
と
り
に
分
か
ち
合
っ
て
い
た

だ
き
、
21
世
紀
の
高
齢
社
会

を
担
う
若
い
世
代
に
も
そ
の
心

が
受
け
継
が
れ
る
よ
う
に
「
看

護
の
日
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し

ま
す
。

▼
期

５
月
６
日
㈰
午
前
10
時

～
午
後
３
時
所

Ｊ
Ｒ
博
多
シ

テ
ィ
賑
わ
い
空
間
広
場
（
福
岡

市
博
多
区
博
多
駅
中
央
街
１

―
１
）
内

①
ま
ち
の
保
健
室

（
骨
密
度
測
定
、
血
管
年
齢
測

定
、
体
脂
肪
量
測
定
、
健
康

相
談
）
②
看
護
へ
の
道
、
進

路
・
進
学
相
談
コ
ー
ナ
ー
③
女

性
の
か
ら
だ
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

④
看
護
の
日
の
Ｐ
Ｒ
⑤
Ａ
Ｅ

Ｄ
と
救
急
蘇
生
・
実
演
⑥
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
シ
ョ
ー　

ほ
か

▼
期

５
月
６
日
㈰
午
後
１
時

～
４
時
所

ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡

（
福
岡
市
東
区
馬
出
４
―
10
―

１
）
内

①
看
護
職
員
知
事
表
彰

式
②
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
発
表

③
講
演
「
道
に
迷
っ
た
ら
情
熱

の
傾
く
ほ
う
へ
」
講

村む
ら

岡お
か

克か
つ

彦ひ
こ

さ
ん
（
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

ど
ち
ら
と
も

料

無
料
問

（公社）
福
岡
県
看
護
協

会　

福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
（
６
３
１
）
１
２
２
１

〈有料広告〉

　昨年、休止していた太宰府市民政庁まつりですが、平
成 30 年度の開催が決定しました！会場はとびうめア
リーナです !! 楽しいステージイベントやたくさんのお
店で太宰府らしさがあふれる市民まつりに向けて準備し
ています。出場者や出店者は後日改めて募集します。皆
さんの参加をお待ちしています。どうぞ、お楽しみに！

○期日　10 月 13 日㈯正午～午後８時
　　　　※雨天決行、荒天中止
○場所　とびうめアリーナ（総合体育館）

問い合わせ　太宰府市民政庁まつり実行委員会事務局
　　　　　  （地域コミュニティ課内）（☎内線 539）

第 35 回  太宰府市民政庁まつり

開催決定 !!

広告掲載を希望される事業者の皆様は、下記広告代理店までお問い合わせください。
お問い合わせ・お申し込みは…   ㈱ホープ  ☎（716）1404
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問
い
合
わ
せ
は
各
問
い
合
わ
せ
先
へ

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
被
保
険
者
を
対
象
に
、

生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化

の
予
防
等
を
目
的
と
し
て
健
康

診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
被

保
険
者
へ
４
月
下
旬
か
ら
５
月

初
旬
に
か
け
て
受
診
票
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
※
本
年
５
月
以

降
に
75
歳
に
な
ら
れ
る
人
は
、

誕
生
月
の
10
日
頃
に
受
診
票
を

送
付
し
ま
す
。

対

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保

険
者
。
た
だ
し
、
生
活
習
慣
病

の
治
療
を
受
け
て
い
る
人
な
ど

は
対
象
者
と
な
り
ま
せ
ん
。

後
期
高
齢
者
医
療

健
康
診
査

後
期
高
齢
者
医
療

歯
科
健
診

映
画
上
映
会

「
こ
の
世
界
の
片
隅
に
」

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア

応
援
セ
ミ
ナ
ー

～
生
涯
現
役
で
い
こ
う
～

受
診
方
法

健
康
診
査
の
実
施

医
療
機
関
に
個
別
に
予
約
の
う

え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
受
診
期
間

平
成
31
年
３
月
31
日
ま

で
（
年
１
回
）
自
己
負
担
金

一
人

５
０
０
円
問

福
岡
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
お
問
い
合

わ
せ
セ
ン
タ
ー
☎
（
６
５
１
）

３
１
１
１

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
本
年
度
か
ら
次
の
被
保

険
者
を
対
象
に
、
口
腔
機
能
低

下
や
肺
炎
な
ど
の
疾
病
を
予
防

す
る
た
め
歯
科
健
診
を
実
施
し

ま
す
。
対
象
者
に
は
、
５
月
中

旬
に
受
診
券
、
質
問
票
な
ど
を

送
付
し
ま
す
。

対

本
年
度
76
歳
に
な
る
県
内

の
被
保
険
者
（
昭
和
17
年
４
月

１
日
～
昭
和
18
年
３
月
31
日

生
ま
れ
の
人
）
※
長
期
入
院
・

施
設
入
所
中
の
人
な
ど
を
除

く
。
ま
た
、
平
成
32
年
度
ま
で

に
限
り
、
77
歳
以
上
の
被
保
険

者
で
歯
科
健
診
を
希
望
す
る
人

も
受
診
で
き
ま
す
。
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
診
方
法

必
ず
同
封
し
て
い
る
歯
科
健
診

の
実
施
医
療
機
関
に
予
約
の
う

え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
持

受
診
券
、
質
問
票
、
被
保
険
者

証
受
診
期
間

６
月
１
日
～
12

月
31
日
ま
で
（
年
１
回
）
自
己
負
担
金

一
人
３
０
０
円
問

福

岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー
☎

（
６
５
１
）
３
１
１
１

　

「
ま
だ
ま
だ
現
役
で
働
き
た

い
」、「
社
会
と
つ
な
が
っ
て
い

た
い
」
と
お
考
え
の
シ
ニ
ア
の

皆
さ
ん
、
第
２
の
人
生
に
向
け

た
第
１
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

期

５
月
23
日
㈬
午
後
１
時
～

３
時
30
分
所

は
か
た
近
代
ビ
ル

１
０
３
会
議
室
（
福
岡
市
博
多

区
博
多
駅
東
１
―
１
―
33
）
内

①
生
涯
現
役
で
活
躍
す
る
た
め

の
健
康
づ
く
り
～
健
康
づ
く
り

の
秘
訣
な
ど
②
60
歳
か
ら
の
し

ご
と
探
し
～
し
ご
と
探
し
の
ポ

イ
ン
ト
や
心
構
え
な
ど
※
終

了
後
個
別
相
談
を
実
施
（
要
予

約
３
人
ま
で
）
定

20
人
（
先
着

順
）
料

無
料
対

お
お
む
ね
60
歳

以
上
の
人
問

福
岡
県
70
歳
現

役
応
援
セ
ン
タ
ー
☎
（
４
３
２
）

２
５
４
０

　

（公社）
筑
紫
法
人
会
で
は
、
地
域

社
会
貢
献
活
動
～
私
た
ち
の
く

ら
し
と
税
を
考
え
る
～
と
し
て
、

み
ん
な
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ

て
い
る
税
金
の
大
切
さ
を
考
え

て
い
た
だ
く
た
め
映
画
上
映
会

を
開
催
し
ま
す
。

期

６
月
２
日
㈯
午
後
３
時
～

５
時
10
分
所

大
野
城
ま
ど
か

ぴ
あ
大
ホ
ー
ル
（
大
野
城
市
）

定

７
０
０
人
（
事
前
申
込
者

優
先
入
場
）
料

無
料
申

・
問

氏
名
、
お
住
ま
い
の
市
町
村

名
を
チ
ラ
シ
の
裏
面
に
記
入

の
う
え
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
メ
ー
ル
に
て
筑
紫
法
人
会

ま
で
☎
（
９
２
４
）
６
３
８
７

（
９
２
２
）
６
５
６
９

m
ovie@

chikushihoujinkai.

com
〈有料広告〉

　きれいなけしの花を見かける季節になりましたが、
けしには植えて良いものと、悪いものがあります。

植えてはいけないけしの特徴

・全体が白っぽい緑色をしており、毛がない
・茎を抱き込むように葉が生えている
・葉が大きく長楕円形で、まわりの切れ込みが浅い
・草丈が大きく１ｍ以上になる
　など

　このようなけしを見かけた人は筑紫保健福祉環境
事務所総務企画課企画指導係☎（５１３）５６１０、
筑紫野警察署☎（９２９）０１１０までご連絡くだ
さい。
　自らが所有または管理する土地に自生しているけ
しを発見した時は、放置することなく、発見次第、
抜去して処理してください。

「不正大麻・けし撲滅運動」
－きれいなけしの花に御用心－

５月１日～

 ６月30日

「広報だざいふ」有料広告募集 !!
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問
い
合
わ
せ
は
各
問
い
合
わ
せ
先
へ

期

５
月
５
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
３
時
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ
内
（
春
日
市
原
町
）
内

・
家

族
連
れ
プ
ー
ル
無
料
開
放
（
無

料
開
放
は
３
日
～
５
日
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）・
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
・
工
作
教
室
・
読
み
聞

か
せ 

ほ
か
※
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
問

ク
ロ
ー

バ
ー
プ
ラ
ザ
総
合
案
内
☎
（
５

８
４
）
１
２
１
２

　

市
の
天
然
記
念
物　

菩
提
樹

の
花
を
め
で
な
が
ら
一
緒
に

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
「
菩
提
樹
」
を

歌
い
ま
し
ょ
う
。

期

６
月
３
日
㈰
午
後
１
時
30

分
～
所

戒
壇
院
（
観
世
音
寺
五

丁
目
）
演
奏

だ
ざ
い
ふ
リ
コ
ー

ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、（
賛
助

出
演
）
九
大
コ
ー
ル
カ
デ
ミ
ー

有
志
予
定
曲
目

「
彼
方
の
光
」、

「
こ
う
の
ど
り
テ
ー
マ
」、「
ふ

る
さ
と
」
ほ
か
料

無
料
問

だ

ざ
い
ふ
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
代
表
陣じ

ん

内な
い

☎
（
９
２
３
）

７
２
９
３

http://w
w

w
.

geocities.jp/cjinjp/

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

子
ど
も
の
日
イ
ベ
ン
ト

戒
壇
院

菩
提
樹
コ
ン
サ
ー
ト

福
岡
友
の
会 

友
愛
セ
ー
ル

～
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・

ガ
ー
デ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
～

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
で
奏
で
歌

う
中
村
祐
子
の
コ
ン
サ
ー
ト

―
５
―
７
）
内

中
古
衣
類
、
中

古
雑
貨
、
到
来
品
（
新
品
）、
手

作
り
お
菓
子
、
パ
ン
な
ど
問

福
岡
友
の
会
筒つ

つ

井い

☎
（
９
２
３
）

６
０
３
６

期

５
月
27
日
㈰
受
付
：
午
前

９
時
～
９
時
30
分
、
競
技
開

始
：
午
前
９
時
50
分
～
※
受
付

時
間
に
遅
れ
る
と
参
加
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
所

太
宰

期

５
月
25
日
㈮
１
回
目
：
午

前
11
時
30
分
～
、
２
回
目
：
午

後
１
時
30
分
～
、
各
30
分
間
※

雨
天
中
止
所

日
本
経
済
大
学
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ガ
ー
デ
ン
（
五

条
）
内

金
子
み
す
ゞ
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
Ｃ
Ｄ
「
想
い
」
朗
読
と
日

本
の
唱
歌
・
童
謡
・
海
外
民
謡

の
歌
な
ど
料

無
料
（
別
途
入
園

料
有
料
〈
未
定
〉）
問

こ
こ
ろ
の

鈴
の
音
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

０
９

０
（
３
８
８
３
）
１
８
６
７

　

福
岡
友
の
会
で
は
、「
物
の

命
を
大
切
に
」
と
の
願
い
の
も

と
、
友
愛
セ
ー
ル
を
開
催
し
ま

す
。

期

６
月
２
日
㈯
午
前
10
時
30

分
～
午
後
零
時
30
分
所

二
日

市
中
央
栄
町
昭
和
三
地
区
公
民

館
（
筑
紫
野
市
二
日
市
中
央
３

〈有料広告〉

府
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
太
宰
府
南
小
学
校
内
）
料

１

千
円
（
昼
食
代
含
む
）
申

地
域

の
担
当
理
事
へ
申
し
込
む
か
、

大
会
当
日
受
付
時
間
ま
で
に
来

場
し
て
く
だ
さ
い
。
問

太
宰

府
市
囲
碁
連
盟
事
務
局
木
下
☎

（
９
２
３
）
７
５
９
３

　春の祭典は、文化協会の会員が芸能・展示作品など、
一年間の成果を発表する祭典です。
　会員の展示・芸能の力作を、ぜひたくさんの市民の皆
さんに見ていただきたいです。

日　時　５月 12 日㈯、13 日㈰　午前 10 時～午後４時
場　所　プラム・カルコア太宰府（観世音寺）　入場無料

問い合わせ　太宰府市文化協会事務局　井手田
　　　　　　☎（９２１）８１９８

太宰府市文化協会 40 周年記念事業

2018 年 第 26 回春の祭典
（“彩”花咲く　文化）

期　日 内　　容 時間（予定）

12 日㈯

ステージ
太宰府にまつわる能楽を謡う会、メモリ
アルパーク、舞踊、吟詠剣詩舞、フラダ
ンス、五弁の調べ、江戸芸かっぽれ踊り、
ハーモニカ、よさこい、マーラエ、ナニ・
スタジオ、

（ゲスト）レイラ バレエ

開演
午前 11 時～
午後４時

13 日㈰

ステージ
三味線、童謡唱歌、コーラス、歌謡教室、
混声合唱、ゴスペル、女性合唱団、妃三鼓、
歌、岩﨑記代子ピアノ弾き語り、長谷川
万大 ギター弾き語り、

（ゲスト）太宰府市東風少年少女合唱団

開演
午前 10 時
30 分～
午後４時

12 日㈯
13 日㈰

展示

古典、華道、書道、短歌、俳句、盆栽、
茶道、お茶席（お茶券 300 円）

午前 10 時～
午後４時

12 日㈯
13 日㈰

模擬店

ミニ盆栽苗物など販売、フード販売 ほか
ひょうたん島、宰府園

午前 10 時～
午後４時

12 日㈯
13 日㈰

体験コーナー

水城プロジェクト（ドミノ遊び）、
日本経済大学 創作文芸部しおりづくり体験

午前 10 時～
午後４時

第
85
回
太
宰
府
市

囲
碁
大
会

「広報だざいふ」の音声テープの貸し出しを行っています。ご希望の場合は

社会福祉協議会〈☎（９２３）３２３０〉までお問い合わせください。
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問
い
合
わ
せ
は
各
問
い
合
わ
せ
先
へ

出
演
者
（
Ｗ
キ
ャ
ス
ト
）
小こ

池い
け

徹て
っ

平ぺ
い･

加か

藤と
う

和か
ず

樹き

、
神か

ん

田だ

沙さ

也や

加か･

夢ゆ
め

咲さ
き

ね
ね
、
凰お

う

稀き

か
な
め

･

龍
り
ゅ
う

真ま

咲さ
き

ほ
か
期

７
月
①
３
日

㈫
午
後
６
時
、
②
４
日
㈬
午

後
６
時
、
③
９
日
㈪
午
後
６

時
、
④
11
日
㈬
午
後
６
時
、
⑤

18
日
㈬
午
後
６
時
所

博
多
座

（
福
岡
市
博
多
区
下
川
端
町
２

―
１
）
料

Ａ
席
７
千
７
５
０
円

（
通
常
１
万
５
千
５
０
０
円
）。

募
集
住
宅

県
内
に
所
在
す
る
県

営
住
宅
（
詳
細
は
募
集
案
内
書

に
記
載
）
募
集
案
内
書
配
布
場
所
・
申
込
受
付
期
間

５
月
31
日
㈭
～
６
月

８
日
㈮
募
集
案
内
書
配
布
場
所

県
住
宅
供
給
公
社
、
県
県
営
住

宅
課
、
県
内
各
市
（
区
）
役
所

と
町
村
役
場
ほ
か
問

福
岡
県

住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管
理

部
☎
（
７
８
１
）
８
０
２
９

手
数
料
４
０
０
円（
１
枚
の
場

合
）、７
０
０
円（
２
枚
の
場
合
）

定

各
１
０
０
人（
応
募
者
多
数

の
場
合
抽
選
）
締

５
月
25
日
㈮

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
希
望
日

時（
１
通
１
公
演
）、
参
加
人
数

（
２
人
ま
で
）、
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、
〒
810-

8799
日

本
郵
便
㈱
福
岡
中
央
郵
便
局
留

「
市
民
半
額
会
」
宛
当
選
ハ
ガ
キ
発
送
日

５
月
29
日
㈫
頃
問

日

本
演
劇
興
行
協
会
市
民
半
額
会

事
務
局
☎（
７
５
１
）８
２
５
８

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

任
期

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
31
年

３
月
末
日
対

県
内
在
住
の
18

歳
以
上
（
本
年
４
月
１
日
現
在
）

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で

き
る
人
（
国
・
地
方
公
共
団
体

の
議
員
、
常
勤
の
公
務
員
、
平

成
28
・
29
年
度
に
経
験
し
た
人

を
除
く
）
謝
礼

活
動
実
績
に
応

じ
Ｑ
Ｕ
Ｏ
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を

進
呈
（
上
限
３
千
円
）
締

５
月

31
日
㈭
※
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
申

・
問

福
岡

県
県
民
情
報
広
報
課
広
聴
係
☎

（
６
４
３
）
３
１
０
３

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
海
外
で

の
福
岡
県
出
身
戦
没
者
の
皆
さ

ま
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す

る
た
め
、
慰
霊
巡
拝
団
員
を
募

集
し
ま
す
。

対

次
の
地
域
に
お
い
て
戦
没
さ

れ
た
本
県
出
身
の
軍
人
、
軍
属

ま
た
は
準
軍
属
の
遺
族
（
配
偶

者
、
父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、

孫
お
よ
び
甥
・
姪
）
巡
拝
地
域

・
予
定
時
期
【
中
国
（
東
北
部
地

域
）〈
ハ
ル
ビ
ン
、
長
春
、
大
連

等
〉】
７
月
下
旬
頃
（
７
日
間
程

93

九州国立博物館　総務課　村上洋平（市職員）

　特別展「至上の印象派展　ビュールレ・コレクショ

ン」が、いよいよ５月19日㈯から開幕します。

　本展では、ドラクロワ、マネ、

ルノワール、ファン・ゴッホ、

ゴーギャン、モネ、セザンヌ、

ピカソなどなど豪華すぎる作家

の傑作が一堂に集い、紹介する

珠玉の名品64点のうち、約半数

が日本では初公開となります。

　本展のハイライトとして、ル

ノワールの《イレーヌ・カーン・

ダンヴェール嬢（可愛いイレーヌ）》（1880年）、セザ

ンヌの《赤いチョッキの少年》（1888-90年）、ファン・

ゴッホの《日没を背に種まく人》（1888年）は、至上の

印象派コレクションとして必見です。

　また、モネ晩年の作品《睡蓮の池、緑の反映》

（1920-26年）は、これまでスイス国外には一度も出

たことのない、高さ２メートル×幅4.25メートルの

大作です。門外不出と言われたモネの最高傑作を、

ぜひご覧ください。

　さらに、この《睡蓮の池、緑の反映》は本展で唯一、

写真撮影が可能です。フォトジェニックな作品です

ので、記念に写真を撮ってお楽しみください。（※フ

ラッシュ撮影や三脚の使用はできません。）

５月の展示情報
＜特別展＞

　○至上の印象派展　ビュールレ・コレクション

　　場所：３階特別展示室

　　会期：５月19日㈯～７月16日（月・祝）

＜文化交流展特集展示＞

　○災害に学ぶ・備える

　　～熊本地震と文化財レスキュー～

　　場所：４階文化交流展示室第１室

　　会期：開催中～５月６日㈰

　○茶の湯を楽しむⅧ～博多文
ぶんりん

琳と黒田家の茶道具～

　　場所：４階文化交流展示室第10室

　　会期：開催中～６月３日㈰

☆毎週金曜・土曜は午後８時まで夜間開館実施中☆

詳しくは九博ホームページ（http://www.kyuhaku.

jp）をご覧ください。

募
集

市
役
所
の
募
集
は
29

ペ
ー
ジ

第
２
回
県
営
住
宅
入
居
者

募
集
（
抽
選
方
式
）

平
成
30
年
度
福
岡
県
海
外

戦
没
者
慰
霊
巡
拝
団
員
募
集

「
四
王
寺
山
～
春
爛
漫
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
参
加
者
募
集

博
多
座
市
民
半
額
観
劇
会

「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル『
１
７
８
９ 

‐
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
の
恋
人

た
ち
‐
』」

度
）、【
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
南
部
地

域
）〈
タ
ク
ロ
バ
ン
、
オ
ル
モ
ッ

ク
等
〉】
２
月
中
旬
頃
（
６
日
間

程
度
）
※
変
更
す
る
場
合
も
有

定

各
15
人
締

【
中
国
（
東
北
部

地
域
）】
５
月
31
日
㈭
、【
フ
ィ

リ
ピ
ン
（
南
部
地
域
）】
11
月
20

日
㈫
※
参
加
資
格
、
参
加
費
用

な
ど
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
申

・
問

（一財）
福
岡
県
遺

族
連
合
会
☎
（
７
６
１
）
０
０

１
２

期

５
月
12
日
㈯
午
前
10
時
～
午

後
３
時
（
受
付
：
午
前
９
時
30

分
）
※
少
雨
決
行
所

四
王
寺
県

民
の
森
管
理
事
務
所
（
宇
美
町

大
字
四
王
寺
２
０
７
）
内

セ
ン

タ
ー
出
発
～
花
み
つ
け
１
０
０

種
に
挑
戦
し
な
が
ら
散
策
し
て

自
然
を
満
喫
し
ま
す
。（
途
中

で
昼
食
）
～
セ
ン
タ
ー
到
着
※

雨
天
時
は
、
研
修
室
に
て
森
や

植
物
の
講
話
な
ど
を
実
施
講

森

林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
定

30

人
（
先
着
順
）
料

無
料
持

昼
食

申
込
期
間

５
月
１
日
㈫
～
10
日

㈭
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
７

日
㈪
を
除
く
）
申

・
問

住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
電

話
に
て
、
福
岡
県
立
四
王
寺
県

民
の
森
管
理
事
務
所
ま
で
☎

（
９
３
２
）
７
３
７
３

声 の 広 報 だ ざ い ふ
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問
い
合
わ
せ
は
各
問
い
合
わ
せ
先
へ

　

学
校
の
宿
題
や
持
参
し
た
テ

キ
ス
ト
を
使
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
先
生
が
学
習
支
援
や
進
学
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

期

毎
週
水
曜
日
午
後
６
時
30

分
～
８
時
30
分
所

市
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
白
川
）
料

無
料

対

ひ
と
り
親
家
庭
の
小
・
中

学
生
問

（社福）
福
岡
県
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会
☎
（
５
８
４
）

３
９
２
２

http://fukuoka-

kenboren.jp/

⑴
進
行
性
筋
萎
縮
症
児
の
キ
ャ

ン
プ
（
県
内
の
進
行
性
筋
萎
縮

症
児
及
び
保
護
者
対
象
）
期

７

月
21
日
㈯
～
22
日
㈰
所

ス
コ
ー

レ
若
宮
（
宮
若
市
乙
野
６
４
４

－
２
）
定

25
人

⑵
海
の
キ
ャ
ン
プ
（
県
内
の
小

学
３
年
生
～
中
学
３
年
生
の
在

宅
肢
体
不
自
由
児
対
象
）

期

８
月
10
日
㈮
～
12
日
㈰
所

福
岡
県
立
少
年
自
然
の
家

「
玄
海
の
家
」（
宗
像
市
神
湊

１
２
７
６
）
定

50
人

⑶
山
の
キ
ャ
ン
プ
（
県
内
の
小

学
３
年
生
～
中
学
３
年
生
の
在

宅
肢
体
不
自
由
児
対
象
）

期

８
月
25
日
㈯
～
27
日
㈪
所

もっと知ろう太宰府講座
①期日　5 月 19 日㈯午前 10 時～正午
　演題　「大宰府史跡発掘 50 周年記念－大宰府への道」

　講師　酒
さ か

井
い

芳
よ し

司
じ

さん（九州歴史資料館）
　内容　九州歴史資料館で開催する「大宰府史跡発掘 50 周年記念特別展－

大宰府への道」について解説します。都市としての太宰府や都城、
各地の国府、これらを結ぶ交通に焦点を当て、大宰府の重要性を浮
かび上がらせます。

②期日　6 月 2 日㈯午前 10 時～正午
　演題　「大宰府における官衙の成立」

　講師　杉
す ぎ

原
は ら

敏
と し

之
ゆ き

さん（福岡県文化財保護課）
　内容　大宰府の官衙（役所）の成り立ちについて、大宰府政庁などの発掘

調査成果から解説します。
①②共通
　場所　プラム・カルコア太宰府 4 階多目的ホール（観世音寺）
　定員　100 人（応募多数の場合は抽選）　締切　2 週間前必着
③史跡めぐり
　期日　5 月 13 日㈰午前 9 時～正午
　コース　大宰府展示館～大宰府政庁跡～坂本八幡宮～玄清法印墓～大宰府展示館
　講師　大宰府史跡解説員　定員　20 人（応募多数の場合は抽選）
　締切　７日前必着
④薬草講座
　期日　５月 19 日㈯午後１時 30 分～４時 30 分
　集合場所　大宰府展示館（観世音寺）
　内容　史跡地に生える薬草を観察し、先人から受け継がれた身近になる薬

草について、正しい知識を学びます。

　講師　冷
ひ や

川
か わ

襄
のぼる

さん（元福岡植物友の会会長）　
　定員　30 人（応募多数の場合は抽選）　締切　７日前必着
①②③④共通
　料金　会員 400 円、一般 500 円
⑤夏の樹木講座
　期日　5 月 26 日㈯午前 9 時～正午　集合場所　大宰府展示館（観世音寺）
　内容　史跡地内の樹木観察を行い、名前や特徴を学びます。樹木を通して

史跡の知識を増やします。梅ちぎり体験もあります。

　講師　斉
さ い

城
じょう

巧
たくみ

さん（元夜須高原記念の森場長）
　定員　30 人（応募多数の場合は抽選）
　料金　会員 700 円、一般 800 円　締切　7 日前必着
①②③④⑤共通
　申込方法　往復ハガキ、ファクス、メール
▼水城堤散策
　解説員が水城跡東門周辺をご案内します。
　期日　５月 20 日㈰午前 10 時～正午　
　コース　水城館～東門礎石～大堤之碑～欠堤部～瓦窯跡～木樋跡～衣掛天

満宮～姿見池～展望台～水城館
　料金　無料　申込　不要
　※前日午後６時 45 分頃のＮＨＫテレビ天気予報で当日午前の福岡地方の
　　降水確率が 60％以上の時は中止
全共通
　申込・問い合わせ（公財）古都大宰府保存協会
　〒 818 ‐ 0101 太宰府市観世音寺四丁目６番１号（大宰府展示館内）
　☎（９２２）７８１１　　 （９２２）９５２４　　  info@kotodazaifu.net

や
す
ら
ぎ
荘
（
筑
前
町
大
字
三

箇
山
５
０
８
）
定

30
人

※
⑵
・
⑶
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
高

校
生
で
も
申
込
状
況
に
よ
っ
て

は
参
加
が
可
能
な
場
合
あ
り

共
通

申
込
期
間

５
月
７
日
㈪
～
25

日
㈮

申
込
方
法

提
出
ま
た
は

郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）
※
実

施
要
綱
と
申
込
用
紙
は
市
役

所
福
祉
課
に
置
い
て
い
ま
す
。

決
定
方
法

定
員
を
超
え
た
場

合
は
、
専
門
医
師
の
書
類
審
査

後
、
抽
選
に
よ
り
決
定
申

・

問

福
岡
県
肢
体
不
自
由
児
協

会
（
〒
816-

0804
春
日
市
原
町
３

―
１
―
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

内
）
☎
（
５
８
４
）
５
７
２
３

期

８
月
９
日
㈭
～
13
日
㈪

研
修
地

江
田
島
（
広
島
県
江
田

島
市
）
▼
団
員
対

市
内
在
住
の

小
学
３
年
生
～
中
学
３
年
生

定

小
学
生
32
人
、
中
学
生
８

人
（
先
着
順
）
料

小
学
生
３
万

円
、
中
学
生
３
万
５
千
円
▼

リ
ー
ダ
ー
対

子
ど
も
が
大
好
き

な
高
校
生
・
大
学
生
▼
ス
タ
ッ

フ
対

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
旺

盛
な
人

受
付
日
時

・
場
所

５

月
13
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
１

時
、
い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー

２
０
９
号
室
（
五
条
）
問

太
宰

府
少
年
の
船
協
会
☎（
９
２
５
）

７
７
１
３

　

営
業
施
設
ご
と
に
食
品
衛
生

責
任
者
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
、
責
任
者
と
し
て
の

知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
る
た

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の
学
習

支
援
事
業
の
児
童
生
徒
募
集

平
成
30
年
度
福
岡
県
肢
体

不
自
由
児
療
育
キ
ャ
ン
プ

第
37
回
太
宰
府
少
年
の
船

団
員
・
リ
ー
ダ
ー
・

ス
タ
ッ
フ
募
集

め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

期

６
月
５
日
㈫
午
前
10
時
～
午

後
５
時
（
受
付
：
午
前
９
時
30

分
～
）
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

１
階
ク
ロ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
（
春
日

市
原
町
）
定

２
８
０
人
料

８
千

円
対

食
品
関
係
営
業
者
お
よ

び
従
事
者
、
受
講
を
希
望
す
る

人
問

筑
紫
食
品
衛
生
協
会
☎

（
５
７
５
）
５
０
５
６

　

音
声
訳
に
よ
り
視
覚
障
が
い

福
岡
県
朗
読
（
音
訳
）

奉
仕
員
養
成
講
習
会

食
品
衛
生
責
任
者

養
成
講
習
会

の
あ
る
人
へ
幅
広
い
情
報
提
供

を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
知

識
や
技
術
を
習
得
す
る
講
習
会

で
す
。

期

毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分（
７
月
25
日
開
講
）

所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
研
修
室

（
春
日
市
原
町
）
対

①
朗
読
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
県
内
で
の

活
動
を
希
望
す
る
人
。
活
動
に

あ
た
り
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
録
音

機
材
が
用
意
で
き
る
人
②
朗
読

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
未
経
験
で
、
文

字
や
言
葉
に
関
心
を
持
ち
読
書

講
座
・
教
室

市
役
所
の
講
座
・
教
室
は
30
ペ
ー
ジ

好
き
な
人
③
基
本
的
な
パ
ソ
コ

ン
操
作
（
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の

入
力
）
が
で
き
る
人
④
講
習
期

間
中
は
福
岡
点
字
図
書
館
で
、

終
了
後
は
自
宅
で
録
音
作
業
が

可
能
な
人
⑤
全
日
程
の
８
割
以

上
、
第
１
・
２
回
目
の
講
習
に

必
ず
出
席
で
き
る
人
定

20
人

締

７
月
４
日
㈬
申

・
問

電
話

ま
た
は
来
館
し
、
資
料
を
受
け

取
り
、
よ
く
読
ん
だ
後
福
岡
点

字
図
書
館
ま
で
（
ク
ロ
ー
バ
ー

プ
ラ
ザ
３
階
）
☎
（
５
８
４
）

３
５
９
０

（公財）古都大宰府保存協会主催行事

＜ Let's 環境マナーアップ！＞ 〜野良猫への安易なエサやりはやめましょう〜

問い合わせ　環境課環境保全係（☎内線 308）
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問
い
合
わ
せ
は
各
問
い
合
わ
せ
先
へ

　

中な
か

村む
ら

哲て
つ

さ
ん
は
１
９
８
４
年

キ
リ
ス
ト
教
青
年
協
力
隊
で
パ

キ
ス
タ
ン
に
渡
り
、
医
療
活
動

に
専
念
。
泥
水
を
飲
ん
で
い
る

子
ど
も
た
ち
を
見
て
薬
や
注
射

で
治
す
よ
り
、
衛
生
面
の
改
善

を
提
言
。
清
潔
な
水
の
供
給
に

踏
み
切
っ
て
30
年
。
１
千
６
０

０
本
以
上
の
井
戸
を
掘
り
、
農

業
用
地
の
復
活
の
た
め
用
水
路

建
設
な
ど
に
最
善
を
つ
く
し
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
大
統
領
か

ら
勲
章
を
も
ら
わ
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
話
も
聞
け
る
で
し
ょ
う
。

期

５
月
11
日
㈮
午
後
６
時
30
分

～
８
時
30
分
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ

ラ
ザ
（
春
日
市
原
町
）
料

５
０

０
円
（
当
日
券
有
）
申

・
問

筑

紫
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
☎

（
５
８
２
）
５
５
３
０

▼
地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

育
成
講
座

第
１
回
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
支

え
る
気
づ
か
い
と
は
」

　

こ
の
講
座
は
、
地
域
の
福
祉

力
向
上
を
目
的
と
し
た
講
座
で

す
。「
気
づ
か
い
」
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

期

５
月
12
日
㈯
午
後
２
時
～
４

時
30
分
所

い
き
い
き
情
報
セ

ン
タ
ー
２
０
８
号
室
（
五
条
）

講

吉よ
し

田だ

久く

美み

子こ

さ
ん
（
元
福
大

病
院
看
護
師
長
）・
松ま

つ

澤ざ
わ

秀ひ
で

樹き

さ
ん
（
社
会
福
祉
士
、
産
業
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
）
対

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
地
域
活
動
に
関
心
の
あ
る

人▼
「
み
ん
な
で
学
ぶ
」
防
災
講

座第
１
回
「
避
難
所
運
営
に
関
わ

る
た
め
に
！
」

　

災
害
時
の
避
難
所
運
営
に

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
力
が
必

要
で
す
。
避
難
所
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
活
動
で
き
る
ス
キ
ル
を

学
ぶ
全
３
回
の
講
座
で
す
。

　

講
座
終
了
後
に
、
避
難
所
運

営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
登
録
を
し

て
い
た
だ
け
る
人
は
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。

期

５
月
26
日
㈯
午
後
２
時
～
４

時
所

い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー

２
０
９
号
室
（
五
条
）
講

防
宰

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

料

無
料
対

防
災
に
関
心
の
あ

る
市
民
の
皆
さ
ん

共
通

申

・
問

太
宰
府
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

「
う
め
さ
ろ
ん
」
☎
（
９
１
８
）

３
６
３
３

（
９
１
８
）
３
６

４
４

　

「
医
療
事
務
」
講
習
会
を
実

施
し
ま
す
。

期

６
月
３
日
～
９
月
16
日

の
毎
週
日
曜
日
午
後
１
時
～

５
時
※
６
月
17
日
は
除
く

試
験
予
定
日

9
月
30
日
㈰
午
前

10
時
～
正
午
※
会
場
は
ク
ロ
ー

バ
ー
プ
ラ
ザ
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ

ラ
ザ
学
習
室
（
春
日
市
）
ほ
か

定

24
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
書
類
選
考
、
応
募
者
少
数

時
は
中
止
の
場
合
有
）
料

無
料

（
た
だ
し
、
検
定
料
と
テ
キ
ス

ト
代
で
７
千
円
負
担
有
）
対

県

内
（
福
岡
市
、
北
九
州
市
を
除

く
）
に
住
ん
で
い
る
母
子
家
庭

の
母
、
父
子
家
庭
の
父
ま
た
は

か
つ
て
母
子
家
庭
で
あ
っ
た
寡

婦
で
、
資
格
を
生
か
し
就
職
・

転
職
を
希
望
し
て
い
る
人
締

５
月
16
日
㈬
必
着
託

有
（
事
前

予
約
制
。
１
歳
以
上
就
学
前
ま

で
）
申

・
問

市
保
育
児
童
課

か
県
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
社

会
福
祉
課
に
備
え
付
け
の
申

込
書
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
記
入
の

上
、
郵
便
か
フ
ァ
ク
ス
に
て
、

〒
816-

0804
春
日
市
原
町
三
丁
目

１
―
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
６

階
受
け
箱
11
号
福
岡
県
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会
ひ
と
り
親
家
庭

等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
で
☎
（
５
８
４
）
３
９
３
１

（
５
８
４
）
３
９
２
３

h
ttp

://fukuoka-ken
boren

.

jp/期

６
月
５
日
㈫
午
後
２
時
～

３
時
30
分
（
受
付
：
午
後
１
時

30
分
～
）
所

筑
紫
総
合
庁
舎
２

階
大
会
議
室
（
大
野
城
市
白
木

原
）
内

▼
講
話
「
自
宅
で
で
き

る
リ
ハ
ビ
リ
体
操
～
バ
ラ
ン
ス

訓
練
を
中
心
に
～
」
講

訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
誠
愛
リ
ハ
ビ

リ
ス
タ
ッ
フ
▼
交
流
会
定

30

人
（
先
着
順
）
料

無
料
締

６
月

１
日
㈮
申

・
問

電
話
に
て
筑

紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
健
康

増
進
課
健
康
増
進
係
ま
で
☎

（
５
７
３
）
３
１
０
０

期

５
月
25
日
㈮
午
後
２
時
～

３
時
（
受
付
：
午
後
１
時
30
分

～
）
所

福
岡
大
学
筑
紫
病
院
３

階
ガ
ー
デ
ン
ホ
ー
ル
テ
ー
マ

大

腸
が
ん
に
つ
い
て
講

福
岡
大
学

筑
紫
病
院
外
科
教
授
前ま

え

川か
わ

隆た
か

文ふ
み

先
生
料

無
料
申

不
要
問

福
岡

大
学
筑
紫
病
院
地
域
医
療
支
援

セ
ン
タ
ー
事
務
室
☎
（
９
２
１
）

１
０
１
１
（
内
線
１
１
５
１
）

　

緑
を
体
感
し
、
緑
に
親
し
ん

で
も
ら
う
た
め
に
、
緑
化
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

期

６
月
９
日
㈯
所

ク
ロ
ー
バ
ー

プ
ラ
ザ
（
春
日
市
原
町
）
内

・

時

・
料

①
庭
木
の
せ
ん
定
と

管
理
、
午
前
９
時
30
分
～
正

午
、
無
料
②
多
肉
植
物
の
寄
せ

植
え
、
午
後
１
時
30
分
～
４

時
、
１
千
２
０
０
円
定

各
回

30
人
（
先
着
順
）
申

・
問

福
岡

県
緑
化
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
４
３

（
７
２
）
１
１
９
３

期

５
月
26
日
㈯
午
前
９
時
30

分
～
正
午
所

カ
ミ
ー
リ
ヤ
（
筑

紫
野
市
岡
田
）
内

庭
木
の
せ
ん

定
と
管
理
定

25
人
（
先
着
順
）

料

無
料
締

前
日
申

・
問

電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
て
福
岡
県

緑
化
セ
ン
タ
ー
管
理
事
務
所
☎

０
９
４
３
（
７
２
）
１
１
９
３

０
９
４
３
（
７
２
）
１
５
５

８
月
曜
日
休
館

ミ
ン
ト
ン
を
し
ま
せ
ん
か
。

期

・
所

毎
週
火
曜
日
正
午
～

午
後
２
時
・
南
体
育
館（
朱
雀
）、

毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
～
正

午
・
体
育
セ
ン
タ
ー
（
白
川
）

料

月
１
千
５
０
０
円
問

ひ
ま

わ
り
ク
ラ
ブ
吉よ

し

田だ

☎（
９
２
２
）

８
４
９
５

　

高
校
生
か
ら
70
歳
代
ま
で
の

老
若
男
女
が
和
気
あ
い
あ
い
と

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
健
康
増
進
、

興
味
の
あ
る
人
、
刀
が
好
き
な

人
な
ど
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。（
見
学
も
可
）

期

毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
～

９
時
所

カ
ミ
ー
リ
ヤ
（
筑
紫
野

市
）
問

光
武
館
中
村

０
９
０

（
１
９
７
８
）
５
８
２
７

期

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日
午

前
11
時
～
所

と
び
う
め
ア
リ
ー

ナ
（
向
佐
野
）
料

無
料
（
ポ
ー
ル

の
貸
出
有
。
１
回
３
０
０
円
。

３
人
ま
で
）
問

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

筑
紫
國く

に

光み
つ

☎
（
９
２
４
）
７
３

９
９

　

健
康
の
た
め
に
一
緒
に
バ
ド

井
戸
掘
り
の
医
者

中
村
哲
氏
の
講
演
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
セ
ン
タ
ー
講
座

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の

医
療
事
務
講
習
会

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

緑
化
講
習
会

ノ
ル
デ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
体
験
会

な
か
ま
募
集

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
交
流
会

が
ん
セ
ミ
ナ
ー

緑
化
講
習
会

居
合
道
光
武
館
会
員
募
集

ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

＜ Let's 環境マナーアップ！＞ 〜所有地の草木等のお手入れはご近所の迷惑になる前に〜

問い合わせ　環境課環境保全係（☎内線 307）
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休日在宅当番医 歯科休日急患診療

休日の急な歯痛などの場合に応急処置治療を行います。

診 療 日
日曜日、祝日、盆、

年末年始（12 月 30 日～ 1 月 3 日）

診療時間
午前９時～午後４時受付

（昼休みは午後零時 30 分～午後１時）

名 称
口腔保健センター

ちくし休日急患歯科診療所

所 在 地

電話番号

春日市春日原北町一丁目 3-6

筑紫歯科医師会館内　☎ (571)0118

期日 科目 病医院名 所在地 電話番号

5/3

（木・祝）

内科 1 次 久冨内科医院 大野城市牛頸 ☎ (589)2801

内科 2 次 秦病院 大野城市筒井 ☎ (501)1111

外科 1 次 なかむら整形外科 筑紫野市原田 ☎ (926)9300

外科 2 次 福岡徳洲会病院 春日市須玖北 ☎ (573)6622

産婦人科 吉川レディースクリニック 筑紫野市二日市北 ☎ (918)8522

5/4

（金・祝）

内科 1 次 まるおか内科・リウマチ科クリニック 筑紫野市二日市南 ☎ (921)0805

内科 2 次 原病院 大野城市白木原 ☎ (581)1631

外科 1 次 まつのクリニック 太宰府市向佐野 ☎ (918)1521

外科 2 次 諸岡整形外科病院 筑紫郡那珂川町片縄 ☎ (952)8888

産婦人科 早瀬川医院 筑紫野市二日市中央 ☎ (924)3531

5/5

（土・祝）

内科 1・2 次 丸山病院　 太宰府市坂本 ☎ (922)9001

外科 1 次 こが整形外科クリニック 太宰府市大佐野 ☎ (925)2929

外科 2 次 福岡徳洲会病院 春日市須玖北 ☎ (573)6622

産婦人科 永川産婦人科医院 筑紫野市紫 ☎ (922)3164

5/6

（日）

内科 1 次 水城病院 太宰府市通古賀 ☎ (922)2050

内科 2 次 福岡徳洲会病院 春日市須玖北 ☎ (573)6622

外科 1 次 渡辺病院 春日市岡本 ☎ (571)1777

外科 2 次 福岡徳洲会病院 春日市須玖北 ☎ (573)6622

産婦人科 牛島産婦人科医院 太宰府市五条 ☎ (921)2511

5/13

（日）

内科 1 次 井上内科医院 大野城市大城 ☎ (587)0270

内科 2 次 済生会二日市病院 筑紫野市湯町 ☎ (923)1551

外科 1 次 整形外科まつしたクリニック 筑紫野市二日市西 ☎ (555)5760

外科 2 次 済生会二日市病院 筑紫野市湯町 ☎ (923)1551

産婦人科 城野産婦人科クリニック 春日市一の谷 ☎ (584)1103

5/20

（日）

内科 1 次 みぎた消化器内科 春日市惣利 ☎ (589)7500

内科 2 次 自衛隊福岡病院 春日市小倉東 ☎ (581)0431

外科 1 次 城戸整形外科クリニック 春日市春日原北町 ☎ (513)5002

外科 2 次 自衛隊福岡病院 春日市小倉東 ☎ (581)0431

産婦人科 まなべ産婦人科医院 大野城市雑餉隈 ☎ (571)4307

5/27

（日）

内科 1 次 杉村内科クリニック 筑紫野市二日市北 ☎ (925)8111

内科 2 次 福岡大学筑紫病院 筑紫野市俗明院 ☎ (921)1011

外科 1 次 島本脳神経外科医院 太宰府市水城 ☎ (555)9940

外科 2 次 福岡大学筑紫病院 筑紫野市俗明院 ☎ (921)1011

産婦人科 あまがせ産婦人科 大野城市東大利 ☎ (572)5503

※診療時間は、午前９時～午後５時です。 往診はしません。
※午後５時から翌朝午前９時までの当番医は、 消防署 [ ☎（924)4119]
　へお尋ねください。なお、当番医が変更されることがあります。
※診療費とは別に料金がかかる場合があります。詳しくは病院へお問
　い合わせください。

母子健康手帳交付 ー市民対象ー

○受付日時：毎週火曜日（休日を除く）
　　　　　　午前９時 20 分～９時 40 分

　※受付後、随時個別相談を行い、午前９時 45 分頃
から約 30 分間、母子健康手帳や妊婦健康診査補
助券などの説明を行います。

　※受付時間内に来所できない妊婦さんは、ご連絡 
をお願いします。

○持ってくるもの
　・妊娠届出書  ・上のお子さんの母子健康手帳
   ・①または②をそろえて

①マイナンバーカード（顔写真付き IC カード）
またはその写し

②個人番号の通知カードまたはその写しと運

転免許証またはパスポートなど
　※代理人は、委任状等が必要です。詳細は市ホー

ムページでご確認ください。

○連絡先および交付場所
　元気づくり課（保健センター）☎ (928)2000

（五条三丁目１－１いきいき情報センター１階）

小児科の夜間・休日救急診療

区分 曜日 診療時間 担当病院 所在地・電話番号

夜
間

火・木・土曜日
午後5時
  ～ 11時

福岡
徳洲会
病院

春日市
須玖北 4-5
☎（573）6622休

日

5/3（木・祝）
5/4（金・祝）
5/5（土・祝）
5/6（日）
5/13（日）
5/20（日）
5/27（日）

午前9時
 ～午後11時

夜
間

月・水・金曜日
午後5時
  ～ 11時

福大
筑紫病院

筑紫野市
俗明院一丁目
1-1
☎（921）1011

休
日

5/4（金・祝）
5/27（日）

午前9時
 ～午後11時

※受付時間は午後10時30分まで、事前に電話で確認をお

願いします。

※土曜日の午後１時～５時と各曜日の午後11時以降は各

病院（月・水・金曜日は福岡大学筑紫病院、火・木・土

曜日は福岡徳洲会病院）の救急診療部が対応することに

なります。

こころの相談
内容：こころの悩みや不安の相談を精神科医師がお受けし
　　　ます。
日程：第３木曜日
　　　（祝日は別日に変更。お知らせカレンダー参照）
　　　① 13：00 ～　② 13：40 ～　③ 14：20 ～
場所：保健センター　※前日までに要予約
問い合わせ：元気づくり課（保健センター）  ☎（928）2000

電話番号　♯ 8000
　　　 または☎（661）0771

子どもの急な病気（発熱・下痢・吐く・けいれん・ひきつけ等）に、
看護師または必要に応じて小児科医が保護者からの相談に応じます。

相談時間　午後７時～翌朝午前７時／土曜日　正午～翌朝午前７時／日祝日　午前７時～翌朝午前７時



39   広報だざいふ 2018.5.1（平成30年） 市ホームページアドレス　http://www.city.dazaifu.lg.jp/

5月

1〜2

3 （環）ごみ収集休み

4 （環）ごみ収集休み

5

6 （環）ごみ収集休み

7

8 （保）乳幼児健康相談（受付13：15 ～ 14：30）

9 （保）３歳児健診（Ｈ27年3/25 ～ 4/10生まれ）

10
（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、75歳以上、

総合体育館）13:30 ～ 14:30（受付13:00 ～ 13:30）

11

（保）すこやか相談（要予約）（9:30 ～ 11:00）
（高）すこやか相談（要予約、口腔、栄養、保健）
　　（9:30 ～ 12:00）

（保）マタニティクッキング（いきいき情報センター）
（要予約）10:00 ～ 12:00（受付9:45 ～ 10:00）

（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、75
歳～ 79歳、いきいき情報センター）13:30 ～
14:30（受付13:00 ～ 13:30）

（高）すこやか運動教室（初級編ケアビクス、80歳以上、
いきいき情報センター）15:00 ～ 16:00（受付
14:20 ～ 14:50）

12〜14

15 （保）３歳児健診（Ｈ27年4/11 ～ 4/30生まれ）

16 （保）１歳６か月児健診（Ｈ28年10/12 ～ 10/31生まれ）

17

（保）こころの相談（要予約）
　　　(①13：00 ～②13：40 ～③14：20 ～ )

（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、65歳～ 74歳、
総合体育館）13:30 ～ 14:30（受付13:00 ～ 13:30）

18

（保）ピッカピッカ歯科教室(要予約）10:30～12：00、
　　　13：30～15：00（受付10：15～10：30、13：15～

13：30）
（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、70歳～ 74歳、

いきいき情報センター）13:30 ～ 14:30(受付13:00 ～
13:30)

（高）すこやか運動教室（初級編ケアビクス、65 ～ 69歳、いきい
き情報センター）15:00 ～ 16:00（受付14:20 ～ 14:50）

19
（保）マタニティクラス（土曜日編、いきいき情報センター）

（要予約）14:00～16:00（受付13:45～14:00）

20 （環）環境美化センター日曜開放（9:00 ～ 12:00）

21

22
（環）狂犬病予防注射
（保）４か月児健診（Ｈ29年12/21～H30年1/10
　　 生まれ）

23 （環）狂犬病予防注射

24

（環）狂犬病予防注射
（保）すこやか相談（要予約）（13:30～15:30）
（高）すこやか運動教室（初級編ケアビクス体操、75歳以上、
　　 総合体育館）13:30～14:30（受付13:00～13:30）

25

（子）ママ・ぷれママひろば（要予約）10：00～11：30
（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、80歳以上、いき

いき情報センター）13:30～14:30(受付13:00～13:30)
（高）すこやか運動教室（初級編ケアビクス、75歳～79歳、いき

いき情報センター）15:00～16:00（受付14:20～14:50）

26〜31

金

土

金

木

木

木

火

水

水

火

水

木

金

金

市内の交通事故　　　  （件）

2月分 H30累計 H29累計比

発生件数 34 82 0

死　　者 0 0 0

傷　　者 43 107 -1

市人口の動き

人　口 71,685 人　（−87） 
　　男 34,340 人　（−25） 
　　女 37,345 人　（−62） 
世帯数 31,275 世帯（＋66） 

平成30年3月末
(　 ) は前月差

　
　　

「
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
」

と
は
、
誰
も
が
幼
い
頃
か
ら
言
わ

れ
て
き
た
言
葉
で
す
。
そ
う
は
言

わ
れ
て
も
、
他
の
人
の
考
え
な
ん

て
分
か
ら
な
い
し
、
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
立
場
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
は
難
し
く
、
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
迷
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

私
な
り
に
考
え
て
み
ま
し
た
が
、

大
事
な
の
は
思
い
や
り
や
気
配
り

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

先
日
、
私
は
あ
る
会
議
と
そ
の

会
議
の
事
前
打
ち
合
わ
せ
に
出
席

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
事

前
打
ち
合
わ
せ
の
時
間
に
な
る
と

私
を
除
い
て
打
ち
合
わ
せ
が
始
ま

り
、
私
が
そ
の
場
に
駆
け
つ
け
る

と
、「
会
議
に
は
出
な
く
て
い
い
こ

と
に
な
っ
た
か
ら
」
の
一
言
。
会
議

に
出
席
し
な
く
な
っ
た
こ
と
よ
り
も
、

そ
れ
を
誰
一
人
伝
え
て
く
れ
な
か
っ

た
こ
と
や
配
慮
の
な
さ
に
、
と
て

も
寂
し
く
残
念
な
思
い
が
し
ま
し

た
。
ま
さ
に
、
気
配
り
の
大
切
さ

に
つ
い
て
、
実
感
し
た
出
来
事
で

す
。

　

人
間
関
係
も
色
々
あ
っ
て
ス
ト
レ

ス
が
溜
ま
り
そ
う
で
す
が
、
少
し

心
が
疲
れ
た
と
き
は
、
新
緑
の
下

で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
い
で
す
。（
Ｍ
）

※納付は便利な口座振替をご利用ください。

毎月第２・４土曜窓口サービス実施中

市ホームページでイベント情報を発信しています！

※業務内容によっては取り扱いできないものもあります。
問い合わせ　市民課（☎内線 304）税務課（☎内線 330）

今月は 12日㈯・26日㈯の
午前９時から正午まで開庁します。

軽自動車税………………………全期

問い合わせ

（保）→元気づくり課（保健センター）☎（928）2000
（子）→元気づくり課（子育て支援センター）☎（919）6001
（高）→高齢者支援課（包括支援係）☎（929）3210
（環）→環境課（ごみ減量推進係）　☎内線 362

問い合わせ　経営企画課広聴広報係（☎内線 514）

太宰府市　イベント情報

日

今月の水道修理当番

期間（曜日） 修理当番業者
電話番号

昼 夜間

5月1日㈫～
         10日㈭ ㈲太成興業 ☎ (921)3239 ☎ (921)3239

5月11日㈮～
         20日㈰ ㈲ムサシ工業

080（2695）
0565

080（2695）
0565

5月21日㈪～
         31日㈭ ㈲馬場崎設備 ☎ (924)1672 ☎ (924)1672 

火

日

小 児 救 急 医 療 電 話 相 談
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この広報誌は再生紙

を利用しています。

編集/太宰府市総務部経営企画課：〒818-0198　太宰府市観世音寺一丁目1番1号
　　　☎092(921)2121　FAX(921)1601　　　keiei-kikaku@city.dazaifu.lg.jp

石
塔
群
と
そ
れ
に
伴
う
穴
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
穴
か
ら
は
、
葬そ
う

送そ
う

儀ぎ

礼れ
い

に
使

わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
土は

じ

き

師
器
の
皿
（
素

焼
き
の
皿
）
や
、
火
葬
骨
を
納
め
た
蔵
骨

器
と
し
て
の
古
瀬
戸
（
愛
知
県
尾
張
地
方

浦
ノ
田
遺
跡

　
　
　
　
―
中
世
墓
地
の
様
相
―

発掘当時の墓地の様子（九州歴史資料館　画像提供）

  一石五輪塔と板碑の実測図

（報告書『浦ノ田Ⅳ』から引用）

左から一石五輪塔２基と板碑１基（移築後）

　

浦
ノ
田
遺
跡
は
太
宰
府
天
満
宮
境
内
の

丘
陵
に
あ
っ
た
遺
跡
で
す
。
九
州
国
立
博

物
館
に
通
じ
る
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設
置

場
所
に
当
た
っ
た
た
め
、
福
岡
県
教
育
委

員
会
に
よ
り
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

調
査
成
果
に
よ
る
と
、
丘
陵
の
北
斜
面

に
方
形
石
組
み
区
画
が
あ
り
、
20
カ
所
で

の
焼
き
物
）
、
中
国
産
の
陶
磁
器
、
銅
製

の
筒
型
容
器
な
ど
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
墓
は
、
出
土
遺
物
の
時
期
か
ら

鎌
倉
時
代
後
半
～
室
町
時
代
（
13
世
紀
後

半
～
14
世
紀
）
に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

蔵
骨
器
を
埋
め
た
上
に
は
、
五
輪
塔
（
密

教
の
五
大
〈
空
・
風
・
火
・
水
・
地
〉
を

表
し
て
い
る
石
塔
）
や
板
碑
（
板
状
の
石

に
種し
ゅ

字じ

〈
仏
を
表
す
文
字
〉
や
仏
の
像
等

を
彫
っ
た
も
の
）
な
ど
を
建
て
て
い
ま
す
。

　

五
輪
塔
は
空
風
輪
、
火
輪
な
ど
の
個
別

の
石
材
を
組
み
合
わ
せ
て
作
る
タ
イ
プ
が

多
い
の
で
す
が
、
こ
の
墓
地
で
出
土
し
た

五
輪
塔
の
中
に
は
一
石
五
輪
塔
と
呼
ば
れ

る
１
つ
の
石
を
彫
り
こ
ん
で
形
を
作
る
も

の
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
地
輪
（
土
台
に
な

る
四
角
形
の
石
）
が
縦
に
長
い
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
一
石
五
輪
塔
は
砂

岩
製
で
２
つ
並
ん
で
建
て
ら
れ
て
お
り
、

水
輪
部
に
彫
ら
れ
た
種
字
は
バ
ク
（
釈し
ゃ

迦か

如に
ょ

来ら
い

）と
、
タ
ラ
ー
ク（
宝ほ
う

生
し
ょ
う

如に
ょ

来ら
い

）
で
す
。

　

こ
の
遺
跡
が
あ
る
場
所
は
、
天
満
宮
安

楽
寺
（
現
在
の
太
宰
府
天
満
宮
）
の
境
内

で
あ
り
、
天
満
宮
安
楽
寺
に
関
係
し
た

人
々
が
葬
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
中
世
に
お
け
る
天
満
宮
安
楽
寺
の
周

辺
景
観
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
遺
跡
で

あ
り
、
当
時
の
墓
制
を
良
好
に
表
す
資
料

と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
遺
跡
が
立
地
す
る
同
じ
丘
陵
の
東

６
０
０
ｍ
付
近
に
は
、
焼
け
た
土ど

坑こ
う

が
発

掘
調
査
で
多
数
見
つ
か
っ
て
お
り
、
ほ
か

の
事
例
か
ら
火
葬
施
設
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
推
論
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の

焼
け
た
土
坑
で
荼だ

毘び

に
付
さ
れ
た
骨
は
、

こ
の
浦
ノ
田
遺
跡
の
墓
に
葬
ら
れ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

発
掘
さ
れ
た
墓
地
か
ら
保
存
状
態
の
よ

い
３
つ
石
塔
群
を
、
九
州
国
立
博
物
館
の

敷
地
（
天
満
宮
か
ら
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で

抜
け
た
左
手
側
斜
面
）
に
移
築
・
復
元
を

し
て
い
ま
す
。
野
外
展
示
の
た
め
い
つ
で

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
九
州
国
立
博

物
館
や
太
宰
府
天
満
宮
に
来
ら
れ
た
際
は

ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

文
化
財
課　

髙
橋　

学
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